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序

　初夏のさわやかな風が、木々の緑とたわむれる頃となってまいりました。皆様方におかれましては、

ますますご清栄のことと拝察いたします。日頃は本校の教育、研究活動に対しまして深いご理解とご協

力を賜り、心よりお礼を申し上げます。

　さて、完全に終息したわけではないものの、アフターコロナとなり、学校生活にもかつての活気が戻っ

て参りました。３年半に及ぶコロナ禍においては、多くの制限があり、そのような制約条件下において

も最適解を模索できる力を育成することがSocietyt5.0を生き抜いていく上で大切なことを、我々教員

も、そして子供たちも実感しました。現行指導要領は、もちろん新型コロナウイルスが世界を席巻する

ことなど、予想だにしなかった頃に検討され作成されたものですが、その中にも「これからの時代を生

きる人たちには、新たな価値をつくりだす力が必要」という旨のことが書かれています。この「新たな

価値」は、世の中の様々な問題を発見し、それぞれの課題を解決していくことによって生み出されます。

そこで、文部科学省からは、「AIやIoTなどの急速な技術の進展により社会が激しく変化し、多様な課題

が生じている今日、各教科等の学びを基盤としつつ、課題の発見・解決や社会的な価値の創造に結び付

けていく資質・能力の育成が求められています。文部科学省では、STEM（Sience、Technology、

Engineering、Mathematics）に加え、芸術、文化、生活、経済、法律、政治、倫理等を含めた広い範

囲でAを定義し、各教科等での学習を実社会での問題発見・解決に生かしていくための教科横断的な学

習を推進しています」というメッセージとともに、STEＡM教育の推進に向けての具体策が事例を挙げ

ながら、提唱されており、まずは高等学校での総合的な探求の時間を利用しての取組を推奨しています。

なお、本学の附属４校園では、これにI（inclusive）とC（citizenship）を加えて、STEAMIC教育とし

て今後取り組んでいく予定です。

　本年度は、総合的な学習の時間でSTEAMの学びを進めていくために、各教科の探究的な学びを深化

していくことにしました。まず、総合的な学習の時間における探究的な学習の取組に着目し、各教科の

探究的な学習に向かう過程を明確にしました。そして、それぞれの教科においてその過程をたどりなが

ら学びを深めることで教科目標のよりよい達成と、物事を深く多面的に探究しようとする態度の育成を

目指したいと考えました。今後、各教科の探究的な学びが生かされ、創造と探究が繰り返される中で課

題解決に向かえるように、研究を進めて参ります。

　本校は、まだSTEAM教育のスタートラインに立ったばかりですが、どうか本日の授業及び研究理論

につきまして、忌憚のないご意見をお聞かせいただけますよう、よろしくお願いいたします。かつて

「総合的な学習の時間」が始まるにあたって、その開発を当時の文部省から３年間の指定を受けて（当

時の名称は未来総合科）研究を推進し、総合的な学習の時間の土台を築いてきた本校といたしましては、

次世代を生き抜く子供たちに必要な力を付けるべく、総合的な学習の時間にSTEAM教育を取り入れ、

その成果が十分お示しできるよう、今後も研究を続けていく所存です。なお、徳島県内の先生方におか

れましては、今回の研究発表会の後援もいただいている、公益社団法人徳島県教育会が発刊しておりま

す「徳島教育」の本年５月号(1217号)に、本研究の今までの取組をまとめた内容が掲載されております

ので、そちらもご参照いただければ幸いです。

　最後になりましたが、本研究に関しまして、徳島県教育委員会の先生方より、示唆に富むご助言を頂

きましたこと、また関係各位からの温かいご指導に関しまして、深くお礼を申し上げます。

　　令和６年５月３１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                 鳴門教育大学附属中学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                 校　長  　大　泉　　計
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― 探究的な学習の充実 ―
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第２メディアルーム大 谷　 啓 子
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保 健 体 育 科

　 ２　 年　

美 術 室栗 岡　 良 平ロゴマークのデザイン
美 術 科

　 ２　 年　

情 報 学 習 室岩 山　 敦 志
社会にある問題に対する

　　　　　自動化システムを開発しよう

技術・家庭科

（技術分野）

　 ３　 年　

家 庭 科 室合 田　 紅 花
繊維のひみつ

― 白布の謎を解け ―

技術・家庭科

（家庭分野）

　 １　 年　

第１メディアルーム青 木　 　 望
徳島に来ている留学生に、

おすすめの飲食店を紹介しよう！

英 語 科

　 ２　 年　



５　分　科　会　　１５：００～１５：５０

司　　会　　者助　 言　 者会　　　場教科・学年

鳴門教育大学　教授

３ 年 ２ 組 教 室
国 語 科

　３　 年　

松茂中学校　教諭幾 田 伸 司

城 所 克 弥教育委員会　指導主事

近 藤　 剛

鳴門教育大学　理事・副学長

第２メディアルーム
社 会 科

　３　 年　

川内中学校　教諭梅 津 正 美

久 樹 拓 矢教育委員会　指導主事

中　 章 訓

鳴門教育大学　副学長

図 書 室
数 学 科

　２　 年　

吉野中学校　校長秋 田 美 代

東　 條　 み ど り教育委員会　指導主事

二 宮 正 太

鳴門教育大学　准教授

第 １ 理 科 室
理 科

　１　 年　

北井上中学校　教頭粟 田 高 明

土 壁 直 樹教育委員会　指導主事

紅 露 瑞 代

鳴門教育大学　教授

音 楽 室
音 楽 科

　３　 年　

高浦中学校　教諭鉄　 口　 真 理 子

武 知 直 子総合教育センター　指導主事

上 原 祥 子

鳴門教育大学　教授

講 義 室
保健体育科

　２　 年　

板野中学校　教頭南　 隆 尚

木 下 臣 仁教育委員会　指導主事

中 南 篤 志

鳴門教育大学　教授

美 術 室
美 術 科

　２　 年　

阿南中学校　指導教諭山 田 芳 明

小　 浜　 か お り総合教育センター　指導主事

森　 　 　 裕 二 郎

鳴門教育大学　教授

情 報 学 習 室

技術・家庭科

（技術分野）

　３　 年　

津田中学校　教諭伊 藤 陽 介

有 井 一 貴総合教育センター　指導主事

志 内 彰 宏

鳴門教育大学　教授

家 庭 科 室

技術・家庭科

（家庭分野）

　１　 年　

城ノ内中等教育学校　教諭福 井 典 代

東 條 良 栄総合教育センター　指導主事

平 田 聡 美

鳴門教育大学　教授

第１メディアルーム
英 語 科

　２　 年　

鳴門市第二中学校　教諭山 森 直 人

豊 田 真 子教育委員会　指導主事

石 崎 雄 一





【 全　体　会 】　１３：２５～１３：５０

　　（メモ）
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１　研 究 主 題

STEAM教育の推進に向けた教育の創造

― 探究的な学習の充実 ―

２　主題・副主題について

　AIやIoT、ロボット技術等の急速な技術の進展があらゆる領域で必要とされ、我が国や世界を取り巻

く環境及び社会構造は激しく変化している。また、Society ５.０ 時代の到来や誰も予測できなかった未曾

有の感染症に対峙していくような予測困難な時代を迎えている。このような現代社会において、子供た

ちに、他者と協働しながら様々な変化に積極的に向き合い、課題を解決したり、様々な情報を見極めな

がらそれらを知識として概念的に理解し、新しい価値を創造したりすることができるような力を身に付

けさせていくことが求められている。では、学校教育の中でそのような力を子供たちにどのように身に

付けさせていくのか。文部科学省は、各教科等の学びを基盤とし、様々な情報を活用しながらそれらを

統合し、課題の発見・解決や社会的な価値の創造に結び付けていく資質・能力の育成を目的として、

STEAM教育等の教科等横断的な学習を推進している。これを受けて、本校でもSTEAM教育を推進して

いくための研究実践に取り組んでいきたいと考える。STEAM教育について、中央教育審議会答申「『令

和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協

働的な学びの実現～」（以下、答申と略記）では、次のように述べている。

　これ以外にも、STEAM教育についての定義は様々であるが、高等学校改革を取り上げた教育再生実

行会議第十一次提言（以下、提言と略記）において、STEAM教育は、「各教科での学習を実社会での問

題発見・解決にいかしていくための教科横断的な教育」とされている。

　さらに、答申では高等学校において、STEAM教育の実践が期待される科目として、次の科目が示さ

れている。

　このように答申では、STEAM教育の実践について、高等学校における「総合的な探究の時間」や「理

数探究」での実践が重要であると示されている。では、中学校においてSTEAM教育をどのように推進

していくのか、答申ではSTEAM教育の推進に関して、次のように示されている。

　STEAM教育については、国際的に見ても、各国で定義が様々であり、STEAM（Science、

Technology、Engineering、Mathematics）に加わったＡの範囲をデザインや感性などと狭く捉え

るものや、芸術、文化、生活、経済、法律、政治、倫理等を含めた広い範囲で定義するものもある。

　高等学校においては、新学習指導要領に新たに位置付けられた「総合的な探究の時間」や「理数探

究」が、

実生活、実社会における複雑な文脈の中に存在する事象などを対象として教科等横断的な課題を設

定する点

課題の解決に際して、各教科等で学んだことを統合的に働かせながら、探究のプロセスを展開する

点

などSTEAM教育がねらいとするところと多くの共通点があり、各高等学校において、これらの科目

等を中心としてSTEAM教育に取り組むことが期待される。



― ２ ―

　これまで示してきたことから、本研究では提言に示されているように、STEAM教育を「各教科での

学習を実社会での問題発見・解決にいかしていくための教科横断的な教育」と捉える。さらに、本研究

では、STEAM教育を推進していくために、各教科において、「探究的な学習の充実」に着目し、研究実

践に取り組んでいく。そして、それぞれの教科において、探究的な学習を充実させることで、その教科

が目指す資質・能力をよりよく育成していくこととあわせて、学習や日常生活等の様々な場面の中で、

探究的に学ぶ生徒を育成していきたい。そのことが各教科の枠を越え、高等学校での「総合的な探究の

時間」や「理数探究」でのSTEAM教育に生かされると考える。以上のことから、主題を「STEAM教育

の推進に向けた教育の創造」、副主題を「探究的な学習の充実」とした。

３　探究的な学習を充実させるために

　文部科学省「中学校学習指導要領解説　総合的な学習の時間編」（以下、解説と略記）では、探究的な

学習について、「探究的な学習とは、物事の本質を探って見極めようとする一連の知的営みのことであ

る。」と示している。さらに、解説には、探究的な学習をすることによって、期待できる生徒の姿を次の

ように示している。

　また、解説には、探究的な学習の指導のポイントとして、学習過程を探究的にするべきであると述べ、

その過程を次のように示している。

【①課題の設定】体験活動などを通して、課題を設定し課題意識をもつ

【②情報の収集】必要な情報を取り出したり収集したりする

【③整理・分析】収集した情報を、整理したり分析したりして思考する

【④まとめ・表現】気付きや発見、自分の考えなどをまとめ、判断し、表現する

　なお、ここで言う情報とは、判断や意思決定、行動を左右する全ての事柄を指し、広く捉えている。

言語や数字など記号化されたもの、映像や写真など視覚化されたものによって情報を得ることもでき

るし、具体物との関わりや体験活動など、事象と直接関わることによって情報を得ることもできる。

　STEAM教育は、「社会に開かれた教育課程」の理念の下、産業界等と連携し、各教科等での学習を

実社会での問題発見・解決に生かしていく高度な内容となるものであることから、高等学校における

教科等横断的な学習の中で重点的に取り組むべきものであるが、その土台として、幼児期からのもの

づくり体験や科学的な体験の充実、小学校、中学校での各教科等や総合的な学習の時間における教科

等横断的な学習や探究的な学習、プログラミング教育などの充実に努めることも重要である。（下線は

加筆）

　探究的な学習では、次のような生徒の姿を見いだすことができる。事象を捉える感性や問題意識が

揺さぶられて、学習活動への取組が真剣になる。身に付けた知識及び技能を活用し、その有用性を実

感する。見方が広がったことを喜び、更なる学習への意欲を高める。概念が具体性を増して理解が深

まる。学んだことを自己と結び付けて、自分の成長を自覚したり自己の生き方を考えたりする。この

ように、探究的な学習においては、生徒の豊かな学習の姿が現れる。
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　これまでに示したことを参考に、本研究では、各教科において、探究的な学習を充実させるために、

次のようなことが大切であると考える。

〇各教科において、一単位時間や複数単位時間において設定された探究的な学習が【①課題の設定】、

【②情報の収集】、【③整理・分析】、【④まとめ・表現】といった学習過程になるようにし、①～④

の過程に基づいて、各教科における探究的な学習の過程を明確にすること。その際、解説に示され

た①②③④の過程を固定的に捉えることなく、教科の特性や授業展開に応じて、活動の順序を入れ

替えたり、①～④の過程の中で、特定の活動が重点的に行われたりすることが必要な場合もある。

さらに、①～④の過程を何度も繰り返していくことで、生徒の探究的な学習は高まっていく。

〇各教科が明確にした①～④の過程の中で、生徒が学習課題に対して問題意識をもち、物事の本質を

探り見極めようとするために、身に付けた知識及び技能を活用しながら、学習に対して真剣に取り

組み、その時間の目標をよりよく達成していくことができるような手立てを教師が講じること。そ

の際、各教科の見方・考え方を働かせる手立てを講じることも必要不可欠である。

　さらに、今までに述べたことに付け加え、探究的な学習をすることで、生徒には次のようなことが期

待できる。

〇身に付けた知識及び技能を活用し、その有用性を実感したり、自分の見方や考え方が広がったこと

に喜びを感じたりする。

〇学習内容を深く理解したり、その本質を探ったりすることで、学びに対して満足感や充実感を得る。

〇学習の過程を振り返り、自分の成長を自覚し、学びや成長を自分の更なる向上へと生かそうと意欲

を高める。

　このような経験を通して、生徒は探究的な学習を肯定的に捉え、別の学習でも自ら進んで探究的に学

習に取り組もうとするようになる。このことも探究的な学習を充実させていくことにつながっていくと

考える。

　以上のようなことを大切にして、各教科で一単位時間や複数単位時間において設定された探究的な学

習を充実させ、それを積み重ねていく。そうすることで、各教科が目指す資質・能力をよりよく育成す

ることができるとともに、物事を探究しようとする態度を育成することができる。加えて、生徒に「物

事を探究するためには、①～④の探究的な学習の過程をたどり、それを繰り返していけばよい」という

方法知も習得させることができる。そのような生徒は、様々な学習や日常生活、社会の場面で、自ら進

んで探究的に学ぶようになっていくと考える。そこで、本研究における研究仮説を次のように立てた。

　もちろん、こうした探究の過程は、いつも①～④が順序よく繰り返されるわけではなく、順番が前

後することもあるし、一つの活動の中に複数のプロセスが一体化して同時に行われる場合もある。お

よその流れのイメージであるが、このイメージを教師がもつことによって、探究的な学習を具現する

ために必要な教師の指導性を発揮することにつながる。また、この探究の過程は何度も繰り返され、

高まっていく。
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４　研 究 仮 説

５　研 究 内 容

　上記の研究仮説から、本研究内容を次のように設定した。

○各教科における探究的な学習の過程の明確化

　探究的な学習の①～④の過程（①課題の設定、②情報の収集、③整理・分析、④まとめ・表現）に基

づいて明確にした各教科における探究的な学習の過程について、次の表に示す。

探 究 的 な 学 習 の 過 程教　　科

日常生活や教材から、言語的・読解的な問いを立てたり、

課題解決のために学習の見通しをもったりする。
①学習の見通し

国 語 科

既習内容と関連付けながら、教材や関連する資料から得た

情報を整理する。
②整　理

他者と意見を交わしたり、自分の考えを練り直したりしな

がら問いに対する自らの考えを形成し、言語化して表現す

る。

③表　現

学習を振り返り、今後の課題を見つけたり、学習の成果を

まとめたりする。
④まとめ

社会的事象から課題を見いだし、仮説を立てたり、課題解

決の見通しを立てたりする。
①課題の設定

社 会 科

課題解決に必要な資(史)料を収集する中で選択する。②情報の収集

資(史)料から取捨選択した情報を既有知識や経験と関連付

け、社会的背景や因果関係を捉える。
③整理・分析

よりよい社会の実現を視野に、捉えた社会的背景や認識、

因果関係を再考・吟味し、その結果を記述したり成果物に

表したりする。

④まとめ・表現

　各教科において、探究的な学習の過程を明確にし、その過程に基づいて、一単位時間や複数単位時

間で探究的な学習の充実に向けた手立てを講じる。それらを継続し、探究的に学ぶ生徒を育成するこ

とが、STEAM教育の推進につながるだろう。

○各教科における探究的な学習の過程の明確化

○探究的な学習の①～④の過程（①課題の設定、②情報の収集、③整理・分析、④まとめ・表現）に

おける教師の手立ての考案
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探 究 的 な 学 習 の 過 程教　　科

日常生活や社会、数学の事象を数理的に捉え、問題を見い

だす。
①問題発見

数 学 科

既習内容を関連付けながら、問題解決に向けて、方針を立

てる。
②方　針

方針に基づいて、数学的に推論したり、 表現・処理したり

しながら、問題を解決する。
③解　決

問題解決の過程や結果を振り返り、統合的・発展的に考察

したり、他の事象に活用したりする。
④まとめ

自然事象に対して得た気付きから、課題を設定する。①課題の設定

理 科

課題解決に向けて仮説を立て、仮説の検証に向けて、方法

や実験計画について考える。
②仮説の設定・計画

実験計画にそって観察・実験を実施し、得た結果を処理し、

考察・推論を行う。
③検証・考察・推論

考察した内容から結論を発表したり、レポートにまとめた

りするなどして表現し、伝達する。
④まとめ・表現

生活や社会の中の音や音楽との出合いから、知覚・感受し

たことをもとに課題を設定する。
①出合い・課題設定

音 楽 科

曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性

について理解する。

②アナリーゼ

（楽曲分析）

試行錯誤しながら音楽表現を工夫したり、繰り返し曲を聴

きながら特徴やよさなどを捉えたりする。
③追　求

思いや意図をもって音楽表現したり、よさや美しさなどを

味わって聴いたりし、新たな価値を創出する。
④表現と価値の創出

感じ取ったことや考えたこと、目的や条件などを基に、主

題を生み出し、課題を設定する。
①課題の設定

美 術 科

様々な技能を応用したり、工夫を繰り返したりして、創造

的に表現し、情報を収集する。
②情報の収集

収集した情報を整理・分析して思考する。③整理・分析

気付きや発見、自分の考えなどをまとめ、判断し表現する。④まとめ・表現
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探 究 的 な 学 習 の 過 程教　　科

〈保健分野〉健康・安全について、個人生活の中から自他

　　　　　　の課題を発見する。

〈体育分野〉運動における競争や協働の経験から、 自己や

　　　　　　仲間の課題を発見する。

①課題発見

保 健 体 育 科

課題解決に向けて、必要な知識や技能を身に付け、解決方

法を考える。
②方　針

習得した知識及び技能を活用し、解決方法を実践する。③実　践

自己や仲間が思考し、判断したことを言葉や文章などで表

したり、他者に分かりやすく伝えたりし、合理的な解決に

向けて運動や個人生活の取り組み方を工夫する。

④振り返り・改善

生活や社会の中から技術分野の内容を利用して解決できる

問題を見いだし、課題を設定する。
①課題の設定

技術・家庭科
（技術分野）

設定した課題の解決策を構想し、計画する。②構想・計画

計画にそって実践し、その結果について社会からの要求、

安全性、環境負荷や経済性などに着目して改善する。
③実践・改善

実践の成果を評価することで、技術についての概念の理解

を深め、よりよい生活や持続可能な社会の構築に向けての

方策を検討する。

④評価・活用

既習の知識及び技能や生活経験をもとに生活を見つめ、家

族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだし、解

決すべき課題を設定する。

①課題の設定

技術・家庭科
（家庭分野）

生活に関わる知識及び技能を習得し、解決方法を検討する。

生活課題について多角的にとらえ、解決の見通しをもち、

計画を立てる。

②解決方法の検討と

計画

生活に関わる知識及び技能を活用して、調理・製作などの

実習や、調査、交流活動などを行う。

③課題解決に向けた

実践活動

課題の解決に向けて実践した結果を評価・改善する。また、

計画や実践について評価・改善する際に、考察したことを

理論的に表現する。

④実践活動の評価・改

善



○探究的な学習の①～④の過程（①課題の設定、②情報の収集、③整理・分析、④まとめ・表現）にお

ける教師の手立ての考案

　探究的な学習の充実に向けた手立てを考案するにあたり、本研究では、文部科学省「今、求められる

力を高める総合的な学習の時間の展開（中学校編）」を参考にする。それには、探究的な学習の過程にお

ける具体的な学習指導のポイントを示している。それらのポイントについては、次の表に示す。
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探 究 的 な 学 習 の 過 程教　　科

自分の考えや気持ち、その理由などを伝えるために、関心

のある事柄や体験したこと、日常的な話題、社会的な話題、

海外の生活・文化に関して、聞いたり読んだりしたことか

ら把握した内容について、相手（聞き手や読み手）に配慮 

しながら、課題を設定し、学習計画を立てることで見通し

をもつ。

①課題の設定

英　 語　 科 設定した課題を解決するために必要な情報を収集する。②情報の収集

聞き手や読み手に配慮しながら、収集した情報を分類した

り、取捨選択したりすることで必要な情報や自分の考えを

整理する。

③整理・分析

考えたことや感じたこと、その理由などを、適切な語句や

文を用いて相手意識をもって論理的に表現する。
④まとめ・表現

①課題の設定

○人、社会、自然に直接関わる体験活動を重視し、学習対象との関わり方や出合わせ方などを工夫す

ること

○事前に生徒の発達や興味・関心を適切に把握すること

○これまでの生徒の考えとの「ずれ」や「隔たり」、対象への「憧れ」や「可能性」を感じさせるよう

に工夫すること

②情報の収集

○学習活動によって「数値化した情報」、「言語化した情報」、「感覚的な情報」など、収集できる情報

の違いがあることを意識すること

○課題解決のための情報の収集を自覚的に行うこと

○収集した情報を適切な方法で蓄積すること

○各教科等で身に付けた資質・能力を発揮して情報を収集すること

　※①～④の過程を経る、又は①～④の過程を経ることを複数回繰り返す。それらの学びの中で、知識

を相互に関連付けてより深く理解したり、 情報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決策

を考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向かう深い学びを実現する。これらのことから、

各教科が目指す資質・能力をよりよく育成できるとともに、物事を探究しようとする態度を育成するこ

とができる。加えて、物事を探究するための方法知を習得することができる。そのような生徒は、様々

な学習や日常生活、社会の場面で、自ら進んで探究的に学んでいくことができると考える。



　尚、この表の③整理・分析における指導のポイントについては、順番があるため頭文字が番号で示さ

れている。さらに、上に示した学習指導のポイントを参考にすることに加えて、これまで本校が取り組

んできた研究（平成２９年度から令和元年度）の成果である各教科においての見方・考え方を働かせるた

めの手立ても参考にしていく。各教科の実践の詳細については、次項の実践事例にて述べる。

６　本研究に関わるこれまでの取組

　平成２５年度から４年間、社会の中で活用される教科横断的な論理的思考力の育成やそのための教科連

携の在り方を研究してきた。平成２９年度から４年間、研究主題を「社会に生きて働く資質・能力の育

成」、副主題を「見方・考え方を働かせた深い学びの実現を通して」として、研究実践に取り組んだ。深

い学びを実現するための授業設計モデルを構成し、各場面で働く見方・考え方を明確にし、これらを働

かせるための手立てを講じることで、教科の本質に迫り、深い学びを実現することができたと考えられ

る。また、令和元年度から２年間、教育課程研究指定校事業として、研究主題を「社会に生きて働く資

質・能力の育成を目指した総合的な学習の時間の創造」、副主題を「組織的な連携と『考えるための技

法』等の活用を通して」として、総合的な学習の時間の充実に取り組んだ。

〔引用・参考文献〕

文部科学省：中央教育審議会答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して

　　～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～」２０２１年

文部科学省：教育再生実行会議第十一次提言　２０１９年

文部科学省：「中学校学習指導要領解説　総合的な学習の時間編」２０１７年

文部科学省：「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（中学校編）」２０２２年
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③整理・分析

１.生徒自身が情報を吟味すること 

２.どのような方法で情報の整理や分析を行うのかを決定すること 

※「考えるための技法」を用いた思考を可視化する思考ツールの活用や各教科等との関連を図ること

を意識する

④まとめ・表現

○相手意識や目的意識を明確にしてまとめたり、表現したりすること

○情報を再構成し、自分自身の考えや新たな課題を自覚できるようにすること

○伝えるための具体的な方法を身に付け、目的に応じて選択して使えるようにすること

○各教科等で身に付けた表現方法を積極的に活用すること
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７　各教科における実践事例

― ９ ―





― １１ ―

１　単元の概要（３年生：文章を批判的に読む）

　　本単元では、人工知能が浸透する社会のなかで、これから自分たちにとって必要となる力を考える

ことを目標としている。その目標を達成するために、「学習の見通し」の場面では、教科書の中にある

人工知能について述べられた二つの論説文を読む。二つの文章は、どちらも人工知能が浸透するこれ

からの時代を見据えて、人工知能とどのように向き合っていくべきなのかを生徒が考えやすいように

問題提起している。ここでは、人工知能が「自分自身の生活のなかにある身近なもの」とされている

ことに着目する。生徒には、身近な存在である人工知能のメリットやデメリットをしっかりと考えさ

せ、人工知能との向き合い方について自分なりの考えをもたせたい。次に「整理」「表現」の場面で

は、実際に人工知能と向き合う場面を設定する。生徒には、自分が書いた文章をキーワード化させ、

対話型生成AIにキーワード検索をして書かせた文章と自分の文章とを比較させる。今回用いる生徒の

文章は、総合的な学習の時間に書いた「１５歳の提言」というものである。本校では、総合的な学習の

時間に、産業、医療、文化、観光など１０の観点から徳島の課題や課題解決の方法を考え、発表すると

いう取組を行っている。「１５歳の提言」とは、生徒自身が考えた１５年後の徳島をよりよくする方法を、

個人でまとめたものである。生徒には、自分が書いた文章と、人工知能が書いた文章とを比較させ、

人工知能から与えられた情報を、多様な視点で考察させる。そうすることによって、人工知能の回答

を批判的に考察するためには、対象に関する一定の知識や自分なりの問題意識とともに、真偽を判断

する能力が必要となることや、AIに自我や人格はなく、あくまでも人間が発明した道具であることを

認識させたい。そのうえで、単に論説文を読むだけでなく、対話型生成AIの実態や実践を踏まえた、

人工知能との向き合い方について、自分の考えを形成させる。

　　本単元での目標をよりよく達成することを目指すために、本研究における生徒の探究的な学習の過

程を明確にするとともに、それらがよりよく進められるような手立てを講じていく。探求的な学習の

過程の詳細については、５ 以降で述べていく。

２　単元の目標

　情報の信頼性の確かめ方を理解し使うことができる。　　　　　　　　　　（知識及び技能）（２）イ

　目的や意図に応じて、社会生活の中から題材を決め、集めた材料の客観性や信頼性を確認し、伝え

たいことを明確にすることができる。　　　　　　　　　　　　 （思考力、判断力、表現力）B（１）ア

　文章を批判的に読みながら、文章に表れているものの見方や考え方について考えることができる。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（思考力、判断力、表現力）C（１）イ

　言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我が国の言語文化に関わり、

思いや考えを伝え合おうとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　（学びに向かう力、人間性等）

国 語 科

国語科における授業実践について

辻　貴美子・平岡　彩乃・北原　一世

国
　
　
語



３　単元の評価規準

４　指導と評価の計画（５時間）

５　本単元における探究的な学習の過程とその過程における手立て

― １２ ―

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

　言葉を通じて積極的に人と

関わったり、学習の見通しを

もって思いや考えを確かなも

のにしたりしながら、人工知

能との向き合い方について考

えようとしている。

Ⅰ　「書くこと」において、目的や意図に応じ

て、社会生活の中から題材を決め、集めた

材料の客観性や信頼性を確認し、伝えたい

ことを明確にしている。　　　(B（１）ア)

Ⅱ　「読むこと」において、文章を批判的に読

みながら、文章に表れているものの見方や

考え方について考えている。　（C（１）イ）

　情報の信頼性の

確かめ方について

理解している。

(（２）イ)

評　　価授業時間

（全５時間）
ねらい・学習活動次

態思知・技

Ⅱ２時間
二つの文章を基に、自分の考えを

もつ。
１

Ⅰ〇２時間

対話型生成AIの利用を踏まえた上

で、人工知能との向き合い方につ

いて、自分の考えを形成する。

２

〇１時間自分の考えを発表する。３

主な手立て探究的な学習の過程時

人工知能に関する文章を読み、筆者

の主張を捉えることで、自分自身が

人工知能とどう向き合っていくべ

きなのかを考えさせる。

ワークシートに筆者の主張をまと

め、二つの文章を比較させる。

人工知能が題材となる二つの文

章を読み、人工知能との向き合い

方を考える。①　学習の見通

　し

１
・
２

詳細については次項で述べる。人工知能（対話型生成AI）が提

案した「１５歳の提言」を精査し、

自分自身の書いた「１５歳の提言」

と比較して、付け加えたり変更し

たりする情報や表現を整理する。

　整理３



６　「②　整理の過程」の展開（第３時間目）

　　目標

　　対話型生成AIの提案した「１５歳の提言」と自身が考えている「１５歳の提言」とを比較すること

を通して、集めた材料の客観性や信頼性を確認し、伝えたいことを明確にすることができる。

　　展開

― １３ ―

主な手立て探究的な学習の過程時

読者により自分の伝えたいことが

的確に伝わったり、説得力が増した

りするように修正させる。

修正を通して、人工知能の利用の有

効活用の仕方や、人工知能を有効活

用するために人間に必要な能力等

について考えさせる。

整理した情報を基にして、自分自

身の書いた「１５歳の提言」を修

正することを通して、人工知能と

の向き合い方について、自分の考

えを形成する。

③　表現４

単元の目標が達成できたかどうか

確認させる。

人工知能を批判的、客観的に判断す

ることを意識して自分の意見をま

とめることができたかを確認させ

る。

自分が「１５歳の提言」の中で修

正したところ、及び、自分の考え

た人工知能との向き合い方を、グ

ループで発表する。　まとめ５

指導上の留意点と評価学習活動や生徒の反応・様子など過程

対話型生成AIについていくつか質問す

る。

対話型生成AIとはどういったものか実

際に使用してみることで、生徒に人工

知能への興味・関心をもたせる。

対話型生成AIからの提案を批判的に見

るために「推敲の手引き」をワークシー

トの中に項目として入れておくこと

で、生徒が明確な観点をもって読むこ

とができるようにする。

１　本時の目標と学習の流れを確認する。

Ｔ「対話型生成AIが提案した『１５歳の提言』は

どんなことが書かれているだろう」

Ｓ「キーワード通りの意見を書いている」

Ｓ「具体的なことを書いている」

２　対話型生成AIが提案した「１５歳の提言」と

自分自身が書いた「１５歳の提言」とを比較する。

Ｓ：対話型生成AIの提案から、自分が考えている

「１５歳の提言」をよりよいものにするための情

報を集めている。

②
　
整
理

※①から④の過程を経ることで、人工知能との向き合い方を考えるとともに、実際に対話型生成AIを

使用し、そこから与えられた情報を自分自身がどのように活用していくのかということも考える。

こうした学習をすることは、今後生徒が社会に出たときに、人工知能から与えられる情報を鵜呑み

にすることなく、情報を吟味して自分自身の考えを形成する力の育成につながると考える。



　　評価

　　思Ⅰ

７　授業実践の様子

　①　学習の見通し

　　本単元では人工知能が浸透する社会において、これから自分たちに求められている力とは何かを

考えるという学習内容を確認した。また、教科書に載っている人工知能について書かれた二つの文

章（「人工知能との未来」羽生 善治、「人間と人工知能と創造性」松原 仁　光村図書）を読んだ。

この二つの文章には、人工知能を今後どのように使いこなす必要があるのかということについて書

かれている。二つの文章を比較し、筆者の主張の共通点などを捉えた上で、生徒自身が人工知能と

今後どのように向き合っていくのかという立場を明らかにしていった。「学習の見通し」の段階で、人

工知能との向き合い方を明らかにすることによって、生徒が後の学習で、人工知能から与えられた

情報を鵜呑みにしないようにさせるねらいがあった。実際に、生徒が書いた見通し段階での感想に

も、「人工知能は私たちの生活を便利にするものではあるが、人工知能からの情報をそのまま使用す

るのは危険な面もある。」という感想が多数あった。

②　整理の過程

　　本過程では、実際に人工知能を目の前にしたときにどのように情報を整理すれば良いのかを確か

めるため、総合的な学習の時間に書いた「１５歳の提言」と、同じようなキーワードを基に対話型生

成AIが書いた文章「１５歳の提言」とを比較させた。ここでは、生徒一人一人に人工知能が示したも

のを紙面として配付したことで、端末上の自分の提言と人工知能が提示したものを比較する作業が

スムーズに行えた。

― １４ ―

指導上の留意点と評価学習活動や生徒の反応・様子など過程

比較する際は表にまとめ、自分の考え

と対話型生成AIの考えが一目でわかる

ようにする。

本時のまとめをワークシートに書かせ

る際、人工知能をどのように使えばい

いのかを意識するように助言する。

人工知能との向き合い方を確認し、次

時の活動を伝える。

　　　　　　　　　思Ⅰ：ワークシート

３　比較してわかったことや、対話型生成AIが提

案した「１５歳の提言」に対して感じたことな

どをワークシートにまとめる。

Ｓ：人工知能を自分自身の考えを形成する上での

手助けとなるように使うことができている。

４　本時のまとめをする。

②
　
整
理

　対話型生成AIが提案した「１５歳の提言」を批判的に読み、

人工知能の提示する情報の客観性や信頼性を評価した上で、

伝えたいことを明確にしている。

「十分満足できる」状況（Ａ）に

あると判断される具体的な例



　　インターネット上には多種多様な情報がある。人工知能は、そこから関連する情報を瞬時に探し、

文章を生成することができる。そのため、人工知能を有効に活用していく手段の一つとして、「人工

知能にアイデアを出させる」というものがあると考える。生徒たちも、二つの文章を比較したときに、

対話型生成AIが考えた文章の方が、自分たちの書いた文章よりも情報量が多いことに気付いた。

　　しかし、対話型生成AIが書いた文章の情報を、全て自分の文章に書き加えるわけにはいかない。

そのため、自分の書いた文章を批判的に読み、足りない情報を明らかにしたり、わかりにくい表現

がないか推敲したりさせた。比較対象があることによって、自分の文章を批判的に読むことが自然

とできるようになり、客観的な視点で文章を再考することができると考えた。このように、文章を

批判的に読むためには、読み比べる対象を明確にし、主観的に書いた文章を客観的に読むための工

夫をしていく必要があると感じた。そして、対話型生成AIの書いた文章の中から、自分の書いた文

章に書き加えたい情報を整理させた。

　　また、対話型生成AIの提示する情報には、誤りがある場合もある。前時に、生徒たちは人工知能

からの情報を鵜呑みにする危険性には気付いていたので、加えたい情報を精査していくために、情

報整理のポイントを全体で確認した。そのうえで、対話型生成AIが書いた文章を批判的に読み、適

切に情報を精査することができるのかを確かめさせた。

　　このように、自分の書いた文章と、対話型生成AIの書いた文章とを比較することを通して、生徒

たちは人工知能が自分にない視点を与えるものとして機能していたということを理解し、人工知能

を実際に自分が使いこなすことができるのか、人工知能を使いこなすために必要な力とはなにかを

考えている姿勢が見られた（図１）。

― １５ ―

図１　生徒の感想

　　　　　　　感　　　想　　１／２５　　　感　　　想



　③　表現の過程

　　ここでは、前時に整理した情報を基にして、自分の

文章を練り直させた（写真１）。今回は、自分自身が

人工知能の文章から引用したり、参考にしたりして文

章を書き直した箇所を赤文字で表すように指示した。

そうすることによって、生徒は自分の文章に整理した

情報をどのように使ったのかが明確になり、視覚的に

も認識しやすくなった。

　　また、対話型生成AIの文章から得た情報や表現を参

考にし、自分の考えを再形成していくことが重要であ

ると考えた。そのため、まず、あくまで対話型生成AIはアイデアを出したり、自分の考えを補完し

たりするためのツールであり、対話型生成AIの文章をそのまま書き加えるのでは、自分の提言とい

えないということを確認した。その上で、文章を練り直す際、対話型生成AIの文章をそのまま書き

加えるのではなく、それを基に分析・考察したことを書くように指示した。

　　人工知能が示したものをそのまま書き加えている生徒も一部いたが、おおよその生徒が、対話型

生成AIから提示された情報を整理・精査したものを基に、しっかりと自分の考えとして練り直し、

自分の文章の中に落とし込むことができていた。

　　その過程を経ることを通して、対話型生成AIの実態や実践を踏まえた、学習の見通し時よりもさ

らに深まった、自分の人工知能との向き合い方に関する考えを形成することができた。

　④　まとめの過程

　　これまで書いてきた「１５歳の提言」及び、自分の

形成した考えを班で発表した（写真２）。発表の際に

は、自分が最初に書いた文章と、人工知能からの情報

を得た後に書き加えた部分、変更した部分を発表させ

た。文章をよりよくするために工夫した点はもちろん

のこと、お互いがどのような形で、対話型生成AIから

の情報を活用したのかを確認する場とした。そうする

ことで、どのような観点で自分が書いた文章と対話型

生成AIが書いた文章とを比較し、批判的に読んだのか

を全体で共有することができ、より批判的に読む力を養うことができた。

　　そして、最後のまとめでは、今後、自分自身の意見をよりよくするために、人工知能をどのよう

に使っていけば良いのかといったことを、改めて考えさせた。体験を経て形成した他者の意見を踏

まえて、生徒はさらに考えを広げたり深めたりすることができた。生徒の感想からは、人工知能に

対する捉えや、自分自身が人工知能からもたらされた情報をどのように処理するのかといった意見

も出てきた。本単元の学習を通して、人工知能の回答を批判的に修正するためには、対象に関する

一定の知識や自分なりの問題意識とともに、真偽を判断する能力が必要となることや、人工知能に

自我や人格はなく、あくまでも人間が発明した道具であることを生徒に認識させることができたの

ではないかと考えている。

― １６ ―

写真１　自分の文章を再考する様子

写真２　発表する様子



８　成果と課題（〇…成果、●…課題）

○データを更新する場面や、人工知能を利用していく上で大切なこと、留意点などをおさえる場面を

設定し、生徒に捉えさせたいことを頻繁に確認した。そうすることによって、人工知能の適切な利

用につながる学びの場面を単元の要所で取り入れることができた。

○総合的な学習の時間と国語科の内容連携が図れる単元構想にした。そのことによって、生徒が人工

知能を活用していく方法や今後の人工知能との向き合い方についての興味関心を高め、より探究が

深まっていく題材となった。

○対話型生成AIが生成した情報をそのまま自分の提言に反映していた生徒もいたが、思考の流れは表

面的に見えてくるものだけではないので、その生徒は必ずしも情報を鵜呑みにしていたわけではな

く、情報整理のポイントを踏まえて判断した上で、自分の作成した提言に盛り込んでいた場合もあ

ると思われる。このことから、探究的な学習の過程である「整理」は十分に行われていたのではな

いかと考える。

●整理の過程で、情報整理のポイントを示したが、その視点をどのように活用するのかいうことが生

徒に十分に伝わっていなかった。人工知能が示す提言の内容の一部を取り入れているだけの生徒も

いたので、人工知能が示したものを批判的に捉えたり、精選したりするスキルにも、もう少し着目

すればよかったと考える。

●まとめの過程でのグループ活動の意見交換において、単なる自分の感想の伝達に終始してしまう班

もあった。そのため、国語科の専門性を生かし、批判的に文章を読んだ上で、自分自身が新たに見

出した考えを発表させるということに特化した場面を設定するなどの、教師の手立てが講じられる

と良かった。

〔引用・参考文献〕

文部科学省：「中学校学習指導要領解説　国語編」２０１７年

国立教育政策研究所教育課程研究センター：「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考

　資料　中学校国語」２０２０年
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１　単元の概要（３年生：地方自治）

　　本単元は、第１次で地方自治のしくみや制度を理解させ、第２次「人口減少地域におけるまちづく

りを考える」を設定し、人口減少地域がどのようにまちづくりをすればよいか、「関係人口」に着目し

た方策を生み出すことをねらいとして構成した。

　　徳島県は人口減少が課題であるという共通認識のもと、定住人口や交流人口の増加を図るだけにと

らわれない、これからの人口減少時代に求められるまちづくりの方策を考えていくという見通しを持

たせた。そして、本単元の貫く問いを次の通り設定した。

　　その後、方策を考えるために徳島県の実態などの必要な情報を、統計資料を活用したりインターネッ

トを利用したりして収集し、把握させた。また、よりよい方策を考えるため、世間のニーズと合った

ものを、インターネットを利用して調べさせた。そのような情報を収集していく中で、徳島県の強み

を見いだし、強みを生かした方策に練り直させた。次に、コストや資源・エネルギーなど持続可能性

の視点から方策を分析し、資料を根拠にして改善させた。最後に、改善した方策をレポートにまとめ、

必要に応じて資料を添付したスライドも作成させた。レポート作成においては、「とくしま創生アワー

ド２０２３」のひらめき賞の応募用紙の形式をもとに作成させた。意欲的にこれからも地方創生について

考え続けたいと強く思う生徒たちの表現の場として、来年のとくしま創生アワードの応募をすすめる。

授業内でレポートをおおむね完成させているため、応募しやすいのではないかと考えている。

　　第２次では、生徒の探究的な学習を充実させるために、生徒の探究的な学習の過程を明確にし、必

要に応じて、学習活動を生徒が主体的に進められるような手立てを講じる。このような探究的な学習

を行うことで、社会科の目標をよりよく達成することにつながり、将来的に、主体的にまちづくりに

参画する人材を育成することができると考えている。

２　単元の目標

　地方自治の基本的な考え方や地方公共団体の政治のしくみ、住民の権利や義務について理解する。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知識及び技能）

対立と合意、効率と公正、個人の尊重と法の支配、民主主義などに着目して、民主政の推進と、国

民の政治参加との関連について多面的・多角的に考察、構想し、表現する。

　　　　　　　　（思考力、判断力、表現力等）

　民主政治と政治参加について、現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうと

する。　　　　　　　　　　　　　     　 　　　　　　　　　　　　　（学びに向かう力、人間性等）

― １９ ―

社 会 科

社会科における授業実践について

大谷　啓子・松田　莉奈・清水　英恵

単元を貫く問い　　人口減少地域はどのようにまちづくりをすればよいのか。

社
　
　
会



３　単元の評価規準

４　指導と評価の計画（７時間）　○：評定に用いる評価　●：学習改善につなげる評価

― ２０ ―

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

　民主政治と政治参加につい

て、現代社会に見られる課題の

解決を視野に、主体的に社会に

関わろうとしている。

　対立と合意、効率と公正、個人

の尊重と法の支配、民主主義など

に着目して、民主政治の推進と、

国民の政治参加との関連につい

て多面的・多角的に考察、構想し、

表現している。

　地方自治の基本的な考え方

や地方公共団体の政治のしく

み、住民の権利や義務につい

て理解している。

評価規準等
評価の観点

ねらい・学習活動時
間 態思知

○住民自治を基本とする地方自治の

考え方が、地方公共団体の政治のし

くみの基本的な考え方であること

を理解している。　　　

　　　　　　　　　（ワークシート）

●○地方公共団体の政治にも取り入れられて

いる代表民主制のしくみや、首長と議員に

よって構成される議会の関係を、図にまと

める。
第
一
次
（
２
時
間
） ○徳島県における、住民に保障されて

いる権利についてまとめ、財政の現

状と課題を把握し、これから求めら

れる財政のあり方について考えて

いる。

（ワークシート）

●○身近な地方公共団体の、直接請求のしくみ

や地方財政の現状と課題について調べる。

○人口減少地域の課題を、資料をもと

に見つけ、その解決のために定住人

口や交流人口だけでなく、新たな概

念である「関係人口」に着目した方

策について第二次を通して考えて

いくという見通しを持っている。

（発言・ワークシート）

●○徳島県の人口減少が新たにどのような問

題を招くか予想し、今後さらに人口減少し

ていくことが課題であることを認識し、定

住人口、交流人口につながる「関係人口」

増加のための方策を考える。

第
二
次
（
５
時
間
）

【ねらい】　地方公共団体の政治のしくみを理解することができる。

【ねらい】住民の権利や義務について理解することができる。

【ねらい】人口減少地域の課題を把握することができる。



― ２１ ―

評価規準等
評価の観点

ねらい・学習活動時
間 態思知

○統計資料等を適切に活用し、徳島県

の特色や世間のニーズをベン図に

まとめ、徳島県の強みを自分なりに

見つけている。

（ワークシート）

●○徳島県の「関係人口」を増やすために、世

間のニーズや徳島県の特色を、統計資料等

を活用して調べ、徳島県の強みを見つけ

る。

第
二
次
（
５
時
間
）

○統計資料等の事実に基づいて徳島

県の強みを見いだし、その強みが生

かされる方策になるよう、わかりや

すくまとめている。

（ワークシート）

●○徳島県の強みを生かした徳島県の「関係人

口」を増やす方策を考え、ワークシートに

まとめる。

○環境、コスト、資源・エネルギーな

どの持続可能性の視点に着目して

方策を分析し、改善すべき点につい

て資料を根拠にあげ、再考・吟味し

ている。

（発言・ワークシート）

●○他班が考えた方策の持続可能性について、

資料を根拠に評価し、その評価をもとに方

策を見直し、改善する。徳島県の「関係人

口」の中で、マイナスの影響を与える人々

がいないか考える。

○第二次を通して考えた徳島県の「関

係人口」増加のための方策を、レ

ポートとスライドにまとめ、他者に

わかりやすく説明している。

（ワークシート）

○○マイナスの影響を与える人々の発生が最

小限に済むように留意し、「関係人口」に

着目して考えた解決策を、レポートとスラ

イドにまとめる。

【ねらい】徳島県の特色と世間のニーズを調べ、徳島県の強みを見つけることができる。

【ねらい】考えた方策の持続可能性について、資料を基に評価することができる。

【ねらい】調べたことをもとに、徳島県の関係人口増加のための方策を考えることができる。

【ねらい】再考・吟味した方策を説明するレポートやスライドを作成することができる。



５　第３時間目から第７時間目における探究的な学習の過程とその過程における手立て

― ２２ ―

主な手立て探究的な学習の過程時

徳島市と同じ人口規模の都市のま

ちづくり事例を紹介し、定住人口を

増やすことだけが解決策ではない

ことに気付かせる。

「人口」にも定住、交流など様々に

分類できるが、今回は「関係人口」

に着目することを伝える。

効率や公正の見方と持続可能性の

視点を念頭に置いて考えるよう指

示する。

徳島県の人口減少が新たにどの

ような問題を招くか予想し、今後

さらに人口減少していくことが

課題であることを認識し、定住人

口、交流人口につながる「関係人

口」増加のための方策を考える。

①　課題の設定

３

日本国勢図会や統計ダッシュボー

ド、総務省HP（「関係人口」ポータ

ルサイト）などを参考にするよう指

示する。

徳島県の「関係人口」を増やすた

めに、世間のニーズや徳島県の特

色を、統計資料等を活用して調

べ、徳島県の強みを見つける。

②　情報の収集

４
・
５

詳細については次項で述べる。他班が考えた方策の持続可能性

について、資料を根拠に評価し、

その評価をもとに方策を見直し、

改善する。徳島県の「関係人口」の

中で、マイナスの影響を与える

人々がいないか考える。

③　整理・分析

６

作成したプレゼンテーション資料

を、有識者に提案、及び来年度の「と

くしま創生アワード」に応募するこ

とで、生徒の有用感を高め、方策の

実現可能に向けてさらに探究しよ

うとする姿勢を高めることにつな

げる。

マイナスの影響を与える人々の

発生が最小限に済むように留意

し、「関係人口」に着目して考え

た解決策を、レポートとスライド

にまとめる。

④　まとめ・表

　現

７

※①～④の過程を経ることで、人口減少地域の課題の解決策を、「関係人口」に着目して深く考察し、

考えた方策について、資料の読み取りや議論を行い、再考・吟味していくことを目ざす。身近な地

域である徳島県について深く調べ、まちをよりよくしようと考えていく中で、生徒は地域に対して

さらに関心をもつようになり、将来的に人口減少地域のまちづくりの担い手として、主体的に地域

の課題解決に関わろうとする主権者の育成につながる。



６　「③　整理・分析の過程」の展開（第６時間目）

　　目標

　　他班が考えた方策の持続可能性について、資料を根拠に評価し、その評価をもとに自班の方策を

見直し、改善することができる。

　　展開

　　評価

　　思

― ２３ ―

指導上の留意点と評価学習活動や生徒の反応・様子など過程

統計ダッシュボードなどの資料を必ず

活用するように指示する。

持続可能性の視点として、環境、コス

ト、エネルギー、安全などを挙げ、参

考にさせる。

手が止まっている生徒には、他班の方

策内容を見て質問したい点を挙げさ

せ、そう考えた理由を説明するために

統計資料を用いるように助言する。

他班からの評価内容を鵜呑みにせず、

資料を根拠に改善できる内容は反映さ

せ、資料を根拠にして説明できないも

のは反映しないよう指示する。

他班からの評価内容を「反映させる」

「反映させない」の２つに分類させ、

整理している作業を可視化できるよう

にする。

考えた方策によって徳島県に来た人々

がどのような行動をとると、地域住民

が困るのかと問う。

既習内容の観光公害を例として挙げ

る。

　　　　　　　　　　思：ワークシート

１　他班の方策内容を、持続可能性に着目し、資

料を根拠として評価する。

Ｓ：改善すべき点を、資料を基に主張している。

Ｓ「冷凍庫のCO2排出量が多いとありますが、環

境には配慮しなくてもよいのですか。」

Ｓ「森林を大幅に伐採しないといけませんが、コ

ストはどう考えていますか。」

２　他班からの評価を見て、持続可能性の視点で

方策内容を改善する。

Ｓ：資料を基に、他班からの評価内容を取り入れ

るか取り入れないか検討している。

Ｓ「このデータを見ると、すだちは９８％全国シェ

アを占めているので、他の特産品よりも徳島の

強みになると考えます。」

３　地域住民にとってマイナスな影響を及ぼす

関わり方について考える。

Ｓ「ポイ捨てをする。」

Ｓ「SNSで悪いところについて発信する。」

③
　
整
理
・
分
析

　他班が考えた方策の持続可能性（環境、コスト、エネルギー、

安全などに着目）について、資料を取捨選択し、それを根拠

に評価している。他班の評価内容を再考・吟味しながら、持

続可能な方策内容を捉えている。

「十分満足できる」状況（Ａ）に

あると判断される具体的な例



７　第３時間目から第７時間目における授業実践の様子

　①　課題の設定の過程

　　本単元は、徳島県の課題を考えるところから始まった。事前に生徒には、①徳島県の地域的特色、

②１５年後を想像した自分のライフスタイルを記述させていた。そこでの記述には、①については、

「人口減少、少子高齢化、商業施設や文化施設の少なさ」などがあり、②については、「県外の大学

進学・就職、休日は商業施設に行って友人と過ごす」などの生徒の意見が非常に多く見られた。そ

こで、全体で個々の記述内容を共有し、徳島県は、「人口減少」が大きな課題であるという共通の認

識をもたせた。その後、人口には自然人口や社会人口という概念があることを伝え、徳島県は、自

然人口、社会人口ともに減少し続けていることを資料の読み取りを通して気付かせた。では、そも

そも人口が減少することは課題なのだろうか。この問いについて全体で考え、人口が減少すること

自体が課題ではなく、人口が減少することで生じる様々な問題が課題であるということを確認した。

生徒から出た課題は、「活気がなくなる」「労働者や消費者が減り、産業が衰退する」「一人あたりの

納税額が増える」等であった。

　　では、人口が増加すると、先ほど出た課題は解決するのかについて考えた。ほとんどの生徒は、

この課題に対して「解決する」という判断をしたため、ドイツの地方都市であるエアランゲンの写

真を見せた。この都市は、人口約１０万人である。中心市街地を歩行ゾーンとしており、人との交流

が多く、活気がある街として取りあげられている。一方、徳島市の中心市街地は、近郊に立地して

いる大型ショッピングセンターの進出や本州四国連絡橋の開通に伴い、かつての商店街がシャッ

ター街になっている。この２つの地方都市の中心市街地の様子を比較させ、定住人口が少ないこと

がまちづくりにおいて弱点になるわけではなく、車社会化、公共交通機関の充実度など他の要因も

大きく影響していることを認識させた。しかし、活気の有無は、

人の多さと関連している。そこで、これまで徳島県が取り組んで

きた「定住人口」や「交流人口」を増やすための取組だけではな

く、新たな概念として最近取りあげられている「関係人口」を増

やすための方策を考えることを、本単元の課題とした。

　　本単元の「①課題の設定」の「課題」の捉えについては、徳島県の課題の一つである「人口減少」

ではなく、人口減少という課題を解決する方策として、「関係人口を増やすためにはどうすればよい

か。」を「課題」とした。

②　情報の収集の過程

　　この過程は、①の過程で設定した課題の解決

に向け、統計資料を活用したりインターネット

を利用したりして徳島県の地形や産業などにつ

いて調べ、徳島県の強みを見いだすことを目的

としている。

　　まず、インターネットから情報を収集する方

法（RESASや統計ダッシュボード、日本国勢図

会などの活用方法）を伝え、各自が必要な情報

― ２４ ―

図２　②「情報の収集」の過程で使用したワークシート

図１　授業中に提示したスライド



を取捨選択しながらベン図に書き込むように指示をした。ベン図には、「徳島県の特色」と「世間の

ニーズや注目されていること、人々に興味があること」を書き、その共通点となる部分を「徳島県

の強み」とした（図２）。

　　最初は、統計資料を読み取ることに慣れていない生

徒が多かったが、徐々に資料を使いこなすことができ

るようになり、適切な資料を選び、読み取ることがで

きていた。ある生徒は、統計資料から徳島県の森林率

が高いことを「徳島県の特色」として読み取り、また、

インターネットからキャンプが最近人気であることを

「人々に興味があること」として読み取っていた。こ

れらをベン図に書き出し、「徳島県の強み」を引き出さ

せ、関係人口増加の方策をより具体的に考えるよう指

示をした。

　　②の過程は２時間構成であり、２時間目は、より具

体的に関係人口増加の方策になるよう、考えを練る時

間とした。先ほどの生徒は、森林が多い地域には、キャ

ンプ場を整備することや、キャンプ場にRVパークを整

備することを方策としてワークシートに記述していた

（図３）。

③　整理・分析の過程

　　この過程は、②の過程でおおむね完成した「関係人口増加のための方策内容」を自己と他者が相

互に持続可能性の視点から再検討し、その分析内容を整理することで、さらによりよい方策になる

ように練り直すきっかけをつくることを目的としている。

　　まず、学級全体に、「どのような視点から持続可能性について分

析すればよいだろう。」と問うた。生徒からは、「コスト、資源・

エネルギー、環境」などがあげられ、これらの視点から分析する

ことを確認した。その後、各班が作成したワークシート（図３）

を隣の班が見て、コストや資源・エネルギーなどの視点から持続

可能かどうかを分析させ、持続可能性に欠けている部分について、

付箋に記入させた（写真１）。このとき、事前に各班の方策に対して教師がコメントを考え、１班に

つき１枚の付箋をワークシートに貼っておい

た。このようにあらかじめ教師がコメントを書

いたねらいは、次の２つである。１つ目は、何

をコメントすればよいのかわからない生徒への

手立てとなること、２つ目は、批判的な見方の

模範を示す必要があると感じたことである。

　　他の単元において、よりよい方策内容を考え

させるための手立てとして、相互評価をするこ

とを何度か行ったことがある。その際、肯定的

― ２５ ―

図３　単元通して使用したワークシート

図４　整理するためのワークシート

写真１　付箋に記入している様子



な意見ばかりで、改善につながるようなコメントを書くことができないという課題があった。肯定

的な意見を述べることも良いが、批判的な意見を受け入れ改善していくことは、これからの社会に

おいて必要不可欠な力だと考えている。しかし、多くの生徒は、「友達でもある相手に批判的なコメ

ントを書きづらい」や「批判的なことを言われたら悩んでしまう」といった考えをもっており、方

策をよりよくするために、批判的な意見の必要性を感じていないようであった。

　　そこで今回は、②の過程の前半の授業に作成した「関係人口の増加のためのアイデア」（図３）に

対する教師からのコメントとして、意図的に肯定的な内容を書かなかった。代わりに、方策を具体

的にするために必要であると考えられる資料や考えを求めるコメントを書いた。そして、②の過程

の後半の授業の冒頭にフィードバックを行った。最初は、批判的な内容を見るなり、戸惑っている

様子であったが、インターネットを利用して調べたり、資料を探して読み取ったりしてコメントに

根拠をもって応えようとする姿へと変わっていった。

　　②の過程で批判的なコメントを受け入れる経験をしているため、③の過程で同様に付箋を活用し

て相互評価したときには、批判的な意見を受け入れ、自分の意見に反映しようとする姿が見られた。

　　その後、コメントされたワークシートを見て、付箋に書かれていた意見を自分の班の方策に「反

映させる」か「反映しない」に整理する活動を行った（図４）。分類する基準は、「資料をもとに論

理的に説明できるかどうか」であることを伝えた。ある生徒は、「メタバー

ス人口が少ないのではないか」というコメントに対し、メタバース人口の

うち、１８～３５歳の男性に多いということが読み取れる資料を根拠に、若

い男性に需要があると「反映しない」方に付箋を貼っていた。

　　生徒の中には、コメントされたものはすべて反映しなければならないと

感じている様子が多く見られた。それは、生徒が、受け取ったコメント内

容を正確に分析しないまますべて「反映させる」必要があると考えている

からではないかと授業者自身考えていた。そのため、コメント内容に関す

る資料をインターネットから取捨選択し、適切な資料をも

とに反映する方がよいと判断できるものは方策に取り入れ

るように指示をした。生徒の中には、どのような資料を探

せばよいのか分からず手が止まっている者も多くいたが、

個別に「どのようなことが分かればいいと思う？」といっ

た適切な資料へとつながる問いを投げかけることで、資料

探しの手掛かりとした。

　　付箋を「反映する」「反映しない」の２つに分類して整理

し、持続可能性の視点で方策をよりよくすることができた

ところで、次は「マイナス関係人口」が増える可能性につ

いて考えさせた。「関係人口」の中には、地域住民にマイナ

スの影響を与える人々も含まれていることに生徒たちは気

付いていなかった。そこで、「徳島県に関係をもつ人が来た

とき、彼らがどのような行動した時あなたたちは困るか？」

と問うことで、どのような徳島県との関わり方があるのか

について改めて疑問をもたせた。生徒からは、「ポイ捨て」

「SNSで批判コメントをする」などがあげられた。このよ
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写真２　
③「整理・分析」の過
程の授業における板書

図５　③の過程までで作成したワークシート



うな徳島県にとって望ましくない関わり方をする人がいることも認識させた。これらの関わり方を

する人たちを今回は、「マイナス関係人口」と定義し、「マイナス関係人口」をできるだけ減らすこ

とが望ましいことを理解させた（写真２）。さらに、「プラスの関係人口はどのような人だろうか？」

と問うと、具体的な行動がイメージできていないようであった。そこで、教師から「推し活」とい

う行動を例としてあげた。授業者自身が岡山県に対してプラスの関わり方をしたいと思っており、

実際に岡山県に行って買い物をしたり、岡山県のマスコットキャラクターとともに写真を撮ったり

して「推し自治」をした様子を動画にし、視覚的に「プラスの関係人口」のイメージをつかませた

（図６）。生徒たちの中では、日頃からアニメやアイドルの推し活をしている者も多く、「推し自治」

について理解しているようであった。

　　推し自治を例に、「プラスの関係人口」が増えるためにどうすればよいかを考え、レポートにまと

めていくという次時の見通しを持たせ、授業を終えた。

― ２７ ―

図６　③「整理・分析」の過程の授業で使用したスライドの一部

　④　まとめ・表現の過程

　　この過程は、①の過程で設定した課題（「関係人口」増加のため

にはどうすればよいのか）に対して、②～③の過程を経て練り上

げた方策を、レポート及びスライドにまとめ、表現する過程であ

る。

　　「とくしま創生アワード２０２３」の応募用紙の形式に沿ってまとめ

ていき、必要に応じてスライドを添付させた。まとめる活動をし

ていく中で、持続可能性の視点やプラスの「関係人口」を増やす

ための工夫を意識して書くよう指示をした。ある生徒は、マイナス関係人口を減らすために、SNS

での宣伝の際、批判的な内容の投稿を規制したり、ポイ捨てや渋滞を防ぐために、入場の人数を制

限したりすることを提案していた。

　　④の過程をもって、「地方自治」の単元は

終了した。これからの徳島県、日本を担う人

材となる生徒たちには、この単元での学びに

よって、将来のまちづくりに積極的に参画し

ていくことを期待している。「関係人口」は、

その地方自治体に経済的な面で関わるだけ

でなく、その地方自治体の住民の郷土愛にも大きな影響を与えると考えている。自分の住むまちに

誇りをもち、地域の中心となってまちづくりをする人になってほしいという思いを伝えた。単元を

貫く問いに対する自分自身の考えを記述させた際には、まちづくりに対して積極的に関わろうとす

写真３　レポートを作成している
様子　　　　　

図７　生徒の記述



る意欲の芽生えが見られた（図７）。

８　成果と課題（○…成果、●…課題）

○①「課題の設定」の過程では、現実社会にある「とくしま創生アワード」に応募するという具体的

な目標を設定することで、活動の意義や有用感を高められた。さらに「関係人口」という新たな概

念を知識として与えることにより、生徒に探究意欲をもたせられ、単元を通して生徒が主体的に学

びを継続させることができた。

○③「整理・分析」の過程における教師の手立てとして、教師も付箋にコメントを書いた。これは、

生徒がスムーズにコメントを記入することができるための模範としての役割を果たした。③の過程

の活動を充実させることで、考察した内容を再考・吟味し、新たな価値が加わった方策を提案する

ことにつながった。

○地方自治の単元は、主権者教育に最も適していると考えている。知識・技能の習得にとどまらず、

探究的な学習の過程を経ることで、まちづくりをする自治体の実態を、情報収集を通して把握する

ことや、収集した情報をもとに他の自治体の取組と比較したり共通点を見いだしたりして、各自治

体に合う取組を考案する力が身に付いていく。このことにより、主権者としての資質・能力の育成

を図ることにつながった。

●②「情報の収集」の過程においては、生徒が統計資料を読み取り、必要な情報を取捨選択すること

の難しさがあった。自らが主張したいことを、根拠をもって説明するために、どのような資料があ

ればよいのかを考え、入手する必要がある。日頃の授業から、資料を読み取るだけでなく、資料の

収集や取捨選択の技能を生徒に身に付けさせる必要がある。

●探究し、よりよいものをつくる過程の中で、他者と相互評価することは実社会においても多くある。

相互評価を充実させるためには、批判的に物事を見ることが求められる。物事を多面的・多角的に

捉えた深い学びを実現するために、他者からの批判的な意見にも価値を見いださせる必要がある。

そのために、教師が持続可能性などの相互評価の視点を提示し、尚且つ批判的に物事を見る力を身

に付けさせていく必要がある。

●付箋を分類する際、どのような資料をもとに分類したかを記述する欄をワークシートに設けていな

かったため、分類の視点の可視化・共有化が十分にできず、有効な机間指導を行うことができなかっ

た。分類の視点の可視化・共有化をよりよく行うにはどのようにしていけばよいか、検討していく

必要がある。

〔引用・参考文献〕

文部科学省：「中学校学習指導要領解説　社会編」２０１７年

国立教育政策研究所教育課程研究センター：「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考

　資料　中学校社会」２０２０年
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― ２９ ―

１　本時の概要（２年生：文字式の利用）

　　本時は、生徒にとって身近なカレンダーを題材とする。教師が提示したカレンダーから、生徒は数

の規則について、予想を立て、その予想が成り立つ理由を既習内容と関連付けながら明らかにしてい

く。カレンダーでは、その中の数を長方形で横に５つ囲み、その５つの数の和を求めると横に並んで

いる５つの数の真ん中の数の５倍になるが、その理由は文字式を使って説明することができる。例え

ば、真ん中の数をnとおくと、５つの数は、n－２、n－１、n、n＋１、n＋２と表すことができ、そ

れらの和は５nとなることから、カレンダーの中の横に並ぶ５つの数の和は、必ず真ん中の数の５倍

になるといえる。

　　次に、本時に生徒が取り組む問題は下の通りである。

　　また、本時では生徒の探究的な学習を充実させ、本時の目標をよりよく達成することを目指すため

に、本時における生徒の探究的な学習の過程を明確にし、必要に応じて、それらがよりよく進められ

るような手立てを講じる。これらの詳細については、３以降で述べていく。

２　本時の目標

カレンダーの中の数の規則について、予想を立て、その予想が成り立つことを文字式を使って説明

することができる。さらに、カレンダーの中の数について、統合的・発展的に考察することができ

る。

３　本時における探究的な学習の過程

数 学 科

数学科における授業実践について

石川　和義・篠原　周作・青木　夢華

問題　カレンダーの中の横に並ぶ５つの数の和は、真ん中の数の５倍になるのだろうか。その理由

を説明しましょう。

数
　
　
学

　カレンダーにおいて、長方形で横に５つ囲んだ数の和は、それらの真ん中の数の

５倍になっていることを予想し、「その予想が成り立つことを説明する」という問

題を見いだす。

①　問題発見

　文字を用いることの必要性と意味を関連付けながら、問題解決に向けて、方針を

立てる。
②　方　　針

　方針に基づいて、数学的に推論したり、 表現・処理したりしながら、問題を解

決する。
③　解　　決

　問題解決の過程や結果を振り返り、統合的・発展的に考察する。④　ま と め

※①～④の過程を経ることで、カレンダーの中の数を５つ囲んだ場合について、さらに深く考察して

いくことを目指す。このことは、本時取り上げた数の囲み方以外の規則についても自ら進んで考え

ようとすることにつながる。



４　本時の展開

― ３０ ―

指導上の留意点と評価学習活動や生徒の反応・様子など
過
程

教師が１つ具体的な数を示す。

生徒が５つの数の和の規則に気付くまで、

具体的な数を提示し続ける。

生徒が立てた予想がいくつかの数で成り立

つことを確認し、本時の問題を見いださせ

る。

１　カレンダーの中にある数を長方形で５つ

囲んだときの５つの数の和の規則に気付

き、予想を立て、本時の問題を見いだす。

Ｓ：５つの数の和は、「真ん中の数を５倍した

数」であると予想している。

Ｓ：５つの数の和は、「一番小さい数の５倍に

１０をたした数」であると予想している。

①
　
問
題
発
見

方針が立てられない生徒がいることが予想

されるので、ペアで相談させながら、方針

を立てさせる。

文字を用いることの必要性と意味について

確認する。

２　問題解決の方針を立てる。

Ｓ：文字を使って説明していく。

Ｓ：５つの数のうち、どれか基準として文字

でおき、５つの数を文字で表して説明す

ればよい。

②
　
方
針

処理をして導いた式の形と結論が対応して

いない生徒には、結論に着目させながら、

導いた式の意味を確認させる。

最も小さい数をnと表している生徒には、

「より効率よく処理をすることはできない

のか。」と問いかけ、別の方法も考えさせる。

【評価】

　　カレンダーの中の数の規則について、そ

れらが成り立つことを文字式を使って説明

することができたり、統合的・発展的に考

察したりすることができたりしているか。

（思・判・表）

【ワークシート、行動観察】

３　方針に基づいて、数学的に推論したり、

表現・処理したりしながら、問題を解決す

る。

Ｓ：真ん中の数をnとおき、５つの数の和につ

いて文字を用いて説明している。

Ｓ：最も小さい数をnとおき、５つの数の和に

ついて文字を用いて説明している。

③
　
解
決

問題　カレンダーの中の横に並ぶ５つの数の和は、真ん中の数の５倍

になるのだろうか。その理由を説明しましょう。
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指導上の留意点と評価学習活動や生徒の反応・様子など
過
程

真ん中の数をnとおいて５つの数の和を

５n、最も小さい数をnとおいて５つの数の

和を５(n＋２)と表す２つの考えを意図的

に取り上げ、それらを比較しながら、学習

内容について、さらに理解を深めることが

できるようにする。

本時で取り上げた囲み方以外に５つの数を

囲んだときに、それらの和が真ん中の数の

５倍になる囲み方について考えさせる。

【評価】

　　カレンダーの中の数の規則について、そ

れらが成り立つことを文字式を使って説明

することができたり、統合的・発展的に考

察したりすることができたりしているか。

（思・判・表）

【ワークシート、行動観察】

本時の学習での気付きや興味をもったこと

などを尋ねるとともに、「この他にも考えて

みたいことは何かな。」と問いかけ、生徒に

再度①～④の過程を経ていくことを促し、

次時の学習活動につなげる。

４　問題解決の過程を振り返り、統合的・発

展的に考察する。

○予想される囲み方の例

Ｓ：点対称な図形であれば、５つの数の和は、

真ん中の数の５倍になる。

④
　
ま
と
め

　※本時の評価における「十分満足できる」状況にあると判断される具体的な例

④まとめの際に出された説明について、５n＋１０が、一番小さい数の５倍に１０をたした数を表

していることを理解している。

④まとめの際に出された説明について、５n＝５(n－２)＋１０の変形を理解している。

５つの数を囲む場合について、文字式の計算と囲んだ図形の対称性を結び付けて考えている。

５　授業実践の様子

①

②

③ ④

① 問題発見　② 方針　③ 解決　④ まとめ　の過程



　①　問題発見の過程

　　まず、全体に電子黒板にある月のカレンダー

を提示し、カレンダーの中の任意の数を長方形

で横に５つ囲み、それらの和を求めさせた（写

真１）。その後、教師が別の５つの数を囲み、ペ

アでそれらの和を速く求める競争のようなゲー

ムを取り入れた。そのゲームを何度も繰り返し

ていくうちに、何人かの生徒は、先に行った計

算の結果から帰納的に考え、速く計算できる規

則について、予想した。そこで、このような生

徒に対して、「Ａさんは、他の子よりも速く計算できていますね。」と声をかけると、まだ、何も気

付いていない周囲の生徒は、「なぜ、Ａさんは、速く計算できるのかな？」や「何か規則みたいなも

のがあるのかな？」ということを考えだした。さらに、ゲームを進めていくと、だんだんと速く計

算できている様子が見られ、「わかった。」や「なるほど。」というような声が聞こえだし、規則につ

いて予想する生徒が増えてきた。また、自分の予想した規則について、近くの子に確認したり、相

談したりする姿も見られた。そして「どうして、速く計算できるのかな？」と問いかけると、生徒

から「真ん中の数を５倍する。」という意見が出された。さらに「他にはどうですか？」と聞くと、

「一番小さい数の５倍に１０を加える。」という意見も出された。そこで、これらの予想を具体的な

数を使って確かめさせ、その予想が成り立ちそうだということを確認した。その後、「いつでもそう

なると本当にいえるのかな？」と問いかけ、生徒に説明の必要性を認識させ、本時の問題を提示した。

また、「真ん中の数を５倍する。」の意見を先に取り上げ、「一番小さい数の５倍に１０を加える。」の

意見は、その後に取り上げることも告げた。

　　このように、学習対象との関わり方や出合わせ方を工夫するために、生徒に問いかける内容を工

夫したり、速く計算するための規則に気付くまで具体的な数を示し続けたりするような手立てを講

じた。これらの手立てによって、生徒は自ら進んで数量の関係に着目し、その結果から何かしらの

規則を見つけようと帰納的に考え、数の規則を予想するようになり、「その予想が本当に成り立つの

か」という疑問をもち、本時の問題を見いだすことができた。

　②　方針の過程

　　この過程は、問題解決に向けての方針を立てる過程である。文字を用いた式で説明を進めていく

ためには、数量を文字を用いて表したり、既習内容と関連付け、目的に応じて式を処理したりする

ことが大切である。まず「どのように解決していきますか？」と問いかけ、ペアで確認させた。な

かなかうまくいかないペアについては、「今までこのような問題を考えるときはどのようにしていま

したか？」と尋ねると、ほとんどの生徒が「文字を使って、説明していく。」と答えた。そこで「な
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写真１　電子黒板でカレンダーを
　提示している様子

問題　カレンダーの中の横に並ぶ５つの数の和は、真ん中の数の５倍になるのだろうか。その理

由を説明しましょう。



ぜ、文字を使うのかな？」と問い返し、改めて文字を用いることの必要性と意味について全体で確

認した。また、カレンダーの中の横に並ぶ５つの数を文字を使って表すことも全体で確認した。中

には、連続する５つの数を「n、２n、３n、４n、５n」と表そうとしている生徒もいたので、具体

的な数を示しながら修正させた。次に、本時の問題を再度強調し、「結論を導くためには、どのよう

な形の式でなければならないですか？」と問いかけ、結論に着目させた。生徒はこれらの活動を通

して、「カレンダーの中の横に並ぶ５つの数を文字を用いた式で表し、結論に着目し、『（まん中の数）

×５』の式を導いていく。」という方針を立てることができた。そして、この方針に基づいて説明を

進めていくことを全体で確認し、個人で問題解決に取り組ませた。

　③　解決の過程

　　この過程は、方針に基づいて、個人で数学的に推論したり、表現・処理したりしながら、問題を

解決する過程である。生徒の様子は、主に次の２つに分かれた。

　　また、処理をして導いた式の形と結論が対応していない生徒には、結論に着目させながら、導い

た式の意味を確認させた。最も小さい数をnと表している生徒には、「より効率よく処理をすること

はできないのか。」と問いかけ、別の方法も考えさせた。

　④　まとめの過程

　　この過程は、問題解決の過程を振り返り、統合的・発展的に考察する過程である。まず、真ん

　中の数をnとおいて、説明している考えを取り上げ、全体で確認した。その後、最も小さい数を

　nとおいて、５つの数の和を５（n＋２)  と表す考えを取り上げた。これについては、式の処理を

　５（n＋２) としなければならない理由を問うとともに、５（n＋２）の前の形の５n＋１０からは、

どのようなことが読み取れるかということも問いかけた。生徒にとっては、少し難しい問いであっ

たが、５n＋１０から「カレンダーの中の横に並ぶ５つの数の和は、一番小さい数の５倍に１０を加

えた数」であることを読み取り、授業のはじめに予想した２つ目の規則も成り立つことをペアや

全体で確認することができた（写真２）。次

に、「はじめに取り上げた真ん中の数をnとおい

て、５つの数の和を５nとして説明する考えで

は、一番小さい数の５倍に１０を加えた数である

ことは説明できるのかな？」と問いかけた。

これについても少し難しい問いであったが、

５n＝５(n－２)＋１０と変形すれば、説明する

ことができることをペアや全体で確認した。さ

らに、本時で取り上げた囲み方以外に５つの数
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　最も小さい数をnとおき、５つの数の和を５

(n＋２) と処理することから、カレンダーの中

の横に並ぶ５つの数の和は、必ず真ん中の数の

５倍であると説明しようとしている様子

　真ん中の数をnとおき、５つの数の和が５nと

処理することから、カレンダーの中の横に並ぶ

５つの数の和は、必ず真ん中の数の５倍である

と説明しようとしている様子

写真２　ペアで共有している様子



を囲んだときに、それらの和が真ん中の数の５倍になる囲み方について考えさせた。生徒からは、

「長方形に縦に囲めばよい。」や「十字に囲めばよい。」などの考えが出された。そして、教師の方

から真ん中の数の５倍にならない囲み方を１つ提示し、「どのような囲み方であれば、真ん中の数の

５倍になるのかな？」と問いかけ、点対称な図形であれば、真ん中の数の５倍になることに気付か

せた。最後に、本時の学習での気付きや興味をもったことなどを尋ねるとともに、「この他にも考

えてみたいことは何かな。」と問いかけた。生徒からは「カレンダーの中の数について、別の規則も

見つけてみたい。」や「身近にあるカレンダーから数学を見つけ、考えたことが楽しかった。」、「学

んだことをしっかりと利用することができてうれしかった。」などの肯定的な発言が出され授業を

終えた。

６　成果と課題（○…成果、●…課題）

○探究的な学習の過程を明確にして、それぞれの過程の中で、生徒が既習内容と関連付けながら、問

題解決を進めていくことができるような手立てを講じることで、本時の目標をよりよく達成するこ

とができた。

○統合的・発展的に考え、処理した式から別の結論を導いたりすることや、カレンダーのしくみにつ

いて考察したりすることによって、生徒は学習内容について深く理解し、数学的に物事を考察して

いく楽しさを感じ、学びに対して充実感を得ることができた。このことは、探究的な学習を肯定的

に捉え、別の事象についても自ら進んで考えようとする姿につながると考える。

●本時の授業展開は、カレンダーの数の中にある一つの規則に着目して、学習を進めていったが、も

う少し問題に自由度を与え、生徒に考えさせるような展開の方が、より探究的であったのではない

かと考える。

●問題解決の方針を全体で細かく立てたが、そうすることで、生徒の思考の幅を狭めてしまい、自分

の力で解決する楽しさを奪ってしまう。その結果、探究的な学習の幅を狭めてしまうことが想定さ

れる。今後、方針の立て方についても検討していきたい。

〔引用・参考文献〕

文部科学省：「中学校学習指導要領解説　数学編」２０１７年

国立教育政策研究所教育課程研究センター：「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考

資料　中学校数学」２０２０年
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１　単元の概要（１年生：身のまわりの物質と性質）

　　この単元では、身のまわりの物質について様々な性質を調べ、その性質を理解することや調べ方の

基礎を身に付けることをねらいとしている。そこで、特設の小単元を設け、探究的な学習に取り組ま

せることで単元の目標をより達成できるようにした。

　　この学習における課題は次のように設定した。

　　今回の授業で扱うのは、５種類のプラスチックの材料（PET、PE、PS、PP、PVC）である。プラ

スチックは、生徒の生活において身近な物質の一つであるが、プラスチックといっても様々な種類が

ある。身近なものを例に挙げると、ペットボトルには、ボトル部分にPET（ポリエチレンテレフタ

ラート）、キャップ部分にPE（ポリエチレン）、ラベル部分にPS（ポリスチレン）が使用されている。

これらのプラスチックは、見た目だけで種類を区別することが非常に困難である。「見た目の似ている

物質を区別する方法を考える」という内容は、別の物質（砂糖、食塩、片栗粉）を用いて既に実施し

ている。その際の経験や知識を活用し、「未知のプラスチックを区別する」という目的を達成するため

に試行錯誤していくことが探究的な学習につながると考えた。

　　普段の実験では、教師側が実験の手順をワークシート等に明記しており、得られる結果もほぼ一様

なものになるように設定している。この授業では、実験手順を生徒自身で考えさせることとし、その

時間を長く設定した。自分たちが仮説を設定する際に、それぞれが考えた方法で検証することを考慮

しなければならないため、既習の知識や経験をより活用しようとする場面が増える。これにより、生

徒の探究的な学習を充実させ、本時の目標をよりよく達成することを目指す。また、本時における生

徒の探究的な学習の過程を明確にし、必要に応じて、それらがよりよく進められるような手立てを講

じる。これらの詳細については、５以降で述べていく。

２　単元の目標

身のまわりの物質の性質や変化に着目しながら、身のまわりの物質とその性質についての基本的な

概念や原理・法則などを理解しているとともに、科学的に探究するために必要な観察、実験などに

関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。　　　　　　　　　（知識及び技能）

物質のすがたについて、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、物質の性質やその

変化における規則性を見いだして表現しているなど、科学的に探究している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      （思考力、判断力、表現力等）

物質のすがたに関する事物・現象に進んで関わり、見通しをもったりふり返ったりするなど、科学

的に探究しようとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　（主体的に学習に取り組む態度）

理
　
　
科

理　　科

理科における授業実践について

宍野　彰彦・浅野　欣史・萩　　賢明

課題　「未知のプラスチックの性質を、仮説をもとに様々な方法で調べ、得られた結果をもとに正体

を区別する」



３　単元の評価規準
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主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

Ⅰ　白い粉末状の物質を区別

するという課題の解決に向

けて、他者との対話を通し

て、自らの学習を調整しよう

とする。

Ⅱ　未知のプラスチックを区

別するという課題の解決に

向けて、他者との対話を通し

て、自らの学習を調整しよう

とする。

Ⅰ　見た目の似ている物体に

ついて、それぞれを物質とし

て区別する方法を考え、説明

している。

Ⅱ　白い粉末状の物質を区別

するための適切な方法を計

画することができる。

Ⅲ　ある物質が液体に浮くか

沈むかについて、密度の違い

から判断し、説明することが

できる。

Ⅰ　ガスバーナーを正しく安全

に使用することができる。

Ⅱ　白い粉末状の物質を区別す

る実験を、見通しをもちなが

ら、正しく安全に行うことが

できる。

Ⅲ　有機物と無機物の違いにつ

いて理解する。

Ⅳ　金属と非金属の違いについ

て理解する。

Ⅴ　質量の定義について理解す

る。

Ⅵ　密度の定義について理解

し、てんびんやメスシリン

ダーを用いて物質の質量や体

積を測定することで、実際に

密度を求めることができる。

Ⅶ　実験レポートを作成するこ

とができる。

４　指導と評価の計画（９時間）

備　　　考記
録

重
点ねらい・学習活動時

間

見た目の似ている物体につい

て、それぞれの性質の共通点や

相違点に着目しながら区別す

る方法を考えている。

思

見た目の似ている物体について、それぞれを

物質として区別する方法を考える。

１

生活経験や既習事項をもとに

白い粉末状の物質を区別する

適切な方法を考えている。

　　　　　　　　　 [記述分析]

○思

白い粉末状の物質を区別するための適切な

方法を計画する。

２
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備　　　考記
録

重
点

ねらい・学習活動時
間

白い粉末状の物質を区別する

ための実験を、結果を予測しな

がら安全に行い、適切な結果を

得ることができる。

知

白い粉末状の物質を区別するための実験を、

見通しをもちながら正しく安全に行う。
３

探究の過程を振り返って、他者

との対話を通して実験計画の

妥当性や他の班と異なる結果

が生じた原因などを検討して

いる。[行動観察・記述分析]

○主

白い粉末状の物質を区別するという課題の

解決に向けて、他者との対話を通して自らの

学習を調整する。４

それぞれの物質の違いについ

て、具体的な例をあげて説明し

ている。[記述分析]

○知

有機物と無機物の違いについて理解する。

金属と非金属の違いについて理解する。５

　詳細については次項で述べる。

○思

プラスチックの性質を調べる方法について、

仮説をもとに考える。６

探究の過程を振り返って、他者

との対話を通して実験計画の

妥当性や他の班と異なる結果

が生じた原因などを検討して

いる。[行動観察・記述分析]

○主

未知のプラスチックを区別するという課題

の解決に向けて、他者との対話を通して自ら

の学習を調整する。７

メスシリンダーや電子てんび

んを適切に使用しながら、様々

な物質の質量や体積を正しく

測定することで密度を求める

ことができる。

知

密度の定義について理解し、物質の質量や体

積を測定することで実際に密度を求める。

８

ものの浮き沈みについて、具体

的な密度のデータを用いて論

理的に説明している。

思

ある物質が液体に浮くか沈むかについて、密

度の違いから判断し、説明する。９



※①～④の過程を経ることで、未知のプラスチックの性質を、仮説をもとに様々な方法で調べ、得ら

れた結果をもとに正体を正確に区別することを目指す。このことは、今後の学習における科学的な

事象について、自ら進んで探究しようとすることにつながる。
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５　第６時間目から第７時間目における探究的な学習の過程とその過程における手立て

主な手立て探究的な学習の過程時
間

　詳細については次項で述べ

る。

　身のまわりのプラスチック

製品には様々な材料が用いら

れていることに気づき、それ

ぞれを区別する方法について

調べようとする。

①　課題の設定

６

　プラスチックの種類を区別

するために、最も効率の良い

手順で検証ができるように実

験計画を立てる。

②　仮説の設定・計画

　検証計画に従って、安全に

実験を行えているかを確認し

ながら机間指導を行う。また、

他の班と異なる結果が得られ

た班については、再検証の時

間を設ける。

　実験計画に従って、実験を

行い、得られた結果から見た

目の似ているプラスチックの

種類について区別する。
③　検証・考察・推論

７ 　実験によって明らかになっ

たそれぞれのプラスチックの

性質をもとに、身のまわりの

プラスチック製品に用いられ

ているプラスチックの種類

を、製品の使用用途から推測

させる。

　実験によって明らかになっ

たそれぞれのプラスチックの

性質についてまとめる。

④　まとめ・表現



６　「①　課題の設定の過程」と「②　仮説の設定・計画の過程」の展開（第６時間）

　　目標

　　　プラスチックの性質を調べる方法について考え、説明することができる。

　　展開
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指導上の留意点と評価学習活動や生徒の反応・様子など
過
程

水槽を準備し、ボトル部分、キャップ部分、

ラベル部分を水中に入れ、浮き沈みを確認

する実験を演示し、ペットボトル容器には

異なる種類のプラスチックが用いられて

いることに気づかせる。

以前行った実験とよく似た内容であるこ

とを示唆し、この後の検証計画を考える際

に前回の実験で用いた方法を活用しやす

くする。

１　ペットボトル容器の特徴を確認する。

Ｔ　「ペットボトルは水に浮きますか、沈み

ますか？」

Ｓ：「浮くと思う。」

Ｔ　「ペットボトルの材料はプラスチックだ

ね。ということは、プラスチックはすべて

浮く？」

２　本時の課題を確認する。

①
　
課
題
の
設
定

前回までに行った実験の内容を参考にし、

「燃やす」「触り心地（硬さ）を確認する」

などの調べ方があったことを確認させる。

「水への浮き方」を調べる案が出てこない

場合は、授業の導入部で「水への浮き沈み

の様子」が異なることを確認したことに触

れる。

「燃え方」を調べる考えが出てこない場合

は、前回の実験で砂糖と片栗粉で燃えたと

きの様子が異なっていたことに触れる。

検証に関しては効率を優先させたいので、

あまり考えが広がりすぎないように、表の

枠を５～６枠程度に制限しておく。

３　性質の調べ方について、どのような方法

があるかを検討する。

Ｓ：授業の最初の演示実験の内容から、水に

入れたときの様子を比較することで区

別できないか考えている。

Ｓ：過去の実験内容から、燃やしたりしたと

きの様子を比較することで区別できな

いか考えている。

４　考えた方法で各プラスチックにどのよ

うな性質が確認できるかを調べ、表にまと

める。

②
　
仮
説
の
設
定
・
計
画

　ペットボトルに使われているプラスチックを区別するには、どのよう

に調べればよいだろうか？



― ４０ ―

指導上の留意点と評価学習活動や生徒の反応・様子など過
程

「効率のよい」という言葉の理解が難しそ

うな生徒には、「できるだけ実験試料を使

わないで済む」「できるだけ時間がかから

ずに済む」といった観点を提示する。

ワークシート内に手順を記入する欄を２

か所設け、この後の共有後に修正した案を

記載できるようにしておく。

ワールドカフェ方式で意見の交換を行わ

せ、考えの共有を行う。また、妥当性を検

討する際に、「考えを説明する過程で上手

く伝えられなかった点」が、検討のポイン

トになることに気づかせる。

手順通りに進めることだけでなく、あくま

で「安全」に実験を行うことが前提である

ことに言及し、危険な方法や手順がないか

を確認させる。

【評価】

　　見た目の似ている物体について、それぞ

れを物質として区別する方法を考え、説明

しているか。

　　　　　　　　　  　　思Ⅰワークシート

５　未知のプラスチックが最も効率のよい

手順で行えるように実験計画を立てる。

６　各班で考えた計画を共有し、各班計画の

妥当性について再度検討する。

７　最終的な実験計画を確認する。

　　評価

　　思Ⅰ

　見た目の似ているプラスチックを、それぞれを物質として

区別する方法を、既習の知識や過去の実験内容、意見交流に

おける他者の考えなどを参考にしながら考え、説明すること

ができている。

「十分満足できる」状況にある

と判断される具体的な例

７　第６時間から第７時間における授業実践の様子

　①　課題の設定の過程

　　まず、生徒の前にペットボトルの容器を提示し、「ペットボトルは何でできているか？」という質

問を行った。生徒からは「プラスチックでできている」という答えが挙がったので、「では、どうし



てペットボトルはプラスチックごみとして捨てな

いのか？」という追発問を行った。そこから、ペッ

トボトルを廃棄する際に、キャップ部分、ラベル

部分、ボトル本体に分別して廃棄していることを

思い出させ、ペットボトルには複数の種類のプラ

スチックが用いられていることを確認した。（写真

１）その後、教師が本時に用いる５種類のプラス

チックの板状のサンプルを見せ、材料の段階では

プラスチックの種類を見た目ではっきり区別する

ことが難しいことを確認した。

　　ここでは、「ペットボトル」という生徒にとって馴染みのある物体を提示することで、この学習内

容と日常生活とのつながりを意識しやすくすることをねらいとした。また、各部分によって使われ

ているプラスチックが異なっていることを示すために、キャップ部分とボトル本体を水槽に入れた

水の中に入れ、浮き沈みの違いについて確認させた。これにより、性質が異なるプラスチックが使

われていることを確認するだけでなく、次の「②仮説の設定・計画」の過程においてプラスチック

を区別する方法を考える際のヒントとなるように、生徒の探究的な活動の補助を行った。また、浮

き沈みの違いに関しては、その後の学習内容である「密度」を学習する際に、関連を意識させるこ

とができた。

②　仮説の設定・計画の過程

　　本時におけるこの過程は、大きく分けて２つの内容で構成されている。

　　まず、プラスチックを区別する方法について考えさせた。検証方法については、前時までに行っ

た「砂糖・食塩・片栗粉の区別を行う実験」の内容を参考にするよう指示をした。また、「①課題の

設定」の過程で演示した水への浮き沈みの様子の違いも参考にさせ、課題の解決に向けてどのよう

な方法で区別できるかを考えさせた。多くの生徒が、「燃やしたときの様子を見る」「水に入れたと

きの浮き沈みの様子を確認する」といった内容で方法を考えていたが、中には「折り曲げて硬さを

確認する」といった方法を考案している生徒も見られた。

　　次に、考えた方法で実際にそれぞれのプラスチックがどのような性質を示すかを確認させた。そ

して、そこで得られたデータを参考に、どのような手順で実験を進めるかについて計画を立てさせ

た。ここでは、「実験を効率良く行う」という目標を提示し、各班で最も効率良く行える手順を検討

させた。ここでの「効率の良い」とは、「実験の時間があまりかからない」ことや「使用する道具や

試料が最小限で済む」といったことを意味する。限られた時間や資源の中で目的を達成していくこ

とは、実社会の生産活動においても重視されることである。

この探究的な学びが実社会での課題解決に活きる要素とし

て、この目標を取り入れた。

　　方法手順の書き方については、プログラミングのフロー

チャートの書き方を参考に書くよう指示をし、手順を確認

しやすくした。（写真２）これにより、このあとの手順の修

正を行ったときに修正前後の変化を比較しやすくした。ま

た、記述する文字数も少なくなるため、検討に費やす時間

をその分増やすことにつながった。

― ４１ ―

写真２　実験手順のフローチャート

写真１　ペットボトルを実物投影機で提示
している様子　　　　　



　　最初の検討の後、自分たちの検証計画の妥当性を

検討するために、互いの班で意見交換を行う時間を

設定した。（写真３）ここでは他班の考えを聞く際に、

「本当にその方法は適切であるか」「他に効率のよい

方法はないか」といった視点で他の班の考えを聞き、

気になったことは積極的に質問をするように指示を

した。この活動を通して、各班の検証計画で不十分

な点を生徒同士で見つけることができた。また、意

見交換後の班ごとの再検討が活発に行われ、検証計

画のブラッシュアップにつながった。

　③　検証・考察・推論の過程

　　この過程では、前時の授業で考えさせた検証計画に則り、正体が不明なプラスチック片試料の正

体を区別させた。（写真４、５）約２cm四方に切りそろえたプラスチック片試料を種類ごとにガラス

シャーレに入れ、蓋部にアルファベットを記入したシールを貼り付けた。生徒はアルファベットで

ラベリングされたプラスチック片試料を、検証計画に従って順番に検証し、区別を行った。

　　生徒は、前時までに立てた計画を確認した後、どの試料から調査を開始するか、誰がどの実験操

作を担当するかなどの分担を確認した後、検証に取りかかっていた。これらの生徒の言動から、前

時に示した「効率よく実験を行う」という目標を強く意識させることができた。

　　ここでは、前時に各班の検証計画を教師が把握することができていたため、安全に実験が行えて

いるかの確認を優先的に確認し、机間指導を行った。

　④　まとめ・表現の過程

　　この過程では、この授業を通して得たそれぞれのプラスチックの性質についてまとめた。また、

そのプラスチックが用いられている実物の製品を提示し、それぞれのプラスチックの性質に最も適

した用途や方法で身のまわりのものに活用されていることに気づかせた。

　　最後に、本時の学習で考えた実験計画について、「この実験を通してできるようになったこと」や

「今回の方法以外にどのような方法が今なら考えられるか」といった内容について個人で振り返り

をさせた。生徒の記述には、「手触りのような個人差が出やすい調べ方では区別が難しかったので、次

の実験などで参考にしたい」といった、今回の学習で得た知識や経験を、今後の学習において活か

そうとする記述が見られた。

― ４２ ―

写真４　プラスチック片試料を水に入れたとき
の状態を確認している様子　

写真５　プラスチック片試料を燃やしている
様子　　　　　　　　　　

写真３　意見交換をしている様子



― ４３ ―

８　成果と課題（〇…成果、●…課題）

○明確化した探究の過程のうち、「②仮説の設定・計画」の過程の充実を意識し、手立てを講じたこと

で、本時の目標をよりよく達成することができた。また、検証計画を生徒たちで主体的に考えさせ

ることで、その後の授業における観察・実験においても、実験の手順や安全性、効率の良さを意識

した言動が生徒に多く見られるようになった。

○授業で用いるプラスチックは、当初はペットボトルに用いられている３種類に限定して学習を進め

る計画であった。３種類のプラスチックで授業を実践した際、生徒はすぐに分類フローチャートを

作ることができていたので､その後プラスチックの種類を５種類にして同様の活動を行わせたとこ

ろ､３種類のときよりも分類フローチャートによりバリエーションが生まれ、議論も活発に行えて

いた。（写真６、７）

●「題材の自由度」が多いほど、生徒から出る多様な考えや意見を受容し、探究的な学習に主体的に

取り組ませることができる。しかし、その分必要となる時間が増えることや、授業の中で起こる

「不確定要素」への対応を考慮しなければならない。授業時数や生徒の現状を考慮したうえでバラ

ンスをとる必要を感じた。

●検証計画の妥当性を検討するために、本時ではワールドカフェ方式での話し合い活動を実施した。

しかし、班のメンバー構成によっては人に説明することが苦手な生徒が多い班は、他の生徒に上手

く自分たちの考えを説明することができず、他の生徒からのフィードバックも適切なものが得られ

ないまま実験を進めていた。班のメンバー構成を、生徒の個々の能力などを考慮して工夫する必要

性を感じた。

〔引用・参考文献〕

文部科学省：「中学校学習指導要領解説　理科編」２０１７年

国立教育政策研究所教育課程研究センター：「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考

資料　中学校理科」２０２０年

写真７　５種類のプラスチックの分類
フローチャート　　

写真６　３種類のプラスチックの分類
フローチャート　　





― ４５ ―

１　題材の概要（１年生：歌唱領域　合唱表現の創意工夫 －『HEIWAの鐘』－）

　　本題材は、１学年の生徒が初めて取り組む混声三部合唱において、歌詞に込められた思いを感じ取

り、曲想を味わいながら合唱表現の創意工夫をする姿勢を育むことをねらいとしている。ここで扱う

合唱曲『HEIWAの鐘』は、歌詞には平和に対する力強いメッセージが書き上げられており、歌詞と

強弱の関係や曲想の変化を考えさせるのに適した合唱曲であると考える。また、校外学習では広島を

訪れ、平和についての学びを深めていることから、歌詞から読み取ることができる作者の思いを身近

に考えながら、表現活動につなげることができる。合唱活動に取り組む中で、「音やリズムを正確に取っ

て歌うことができた」、「他のパートにつられずに歌うことができた」といったことから発展させ、自

らの感性を働かせながら合唱表現の創意工夫を楽しむ生徒を育てることを目指し、探究的な学習に取

り組ませることとした。

　　音楽は、演奏する者とそれを聴く者が存在することにより成り立つと考える。表現しようとする音

楽には、予め決まったゴールや正解はないが、よりよいものを創り上げていこうとする思いが生徒の

中に宿ることで、聴く人の心を動かすことへとつながっていく。学習の最後には、学年での発表の場

を設け、表現を創意工夫して合唱を創り上げていく方法知を習得し、探究的な学習の過程を踏むこと

がよりよい成果に結び付くことを実感させる。そして、これらを次回の活動にも生かせられるように

と願い、実践に取り組んだ。

　　本題材で生徒が取り組む内容は以下の通りである。

　　歌詞の内容を理解するだけでなく、作者の思いを感じ、それをどのように歌うかについて探究する

姿勢を培うため、まずは教師が範を示しながら学び方を習得していくことを重視した。題材の目標を

達成するために、本題材における生徒の探究的な学習の過程を明確にし、必要に応じたよりよい手立

てを講じることで、生徒の探究的な学習を充実させる。これらの詳細については、５以降で述べて

いく。

２　題材の目標

『HEIWAの鐘』の曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解するとともに、創意工

夫を生かし、全体の響きや各声部などを聴きながら他者と合わせて歌う技能を身に付ける。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（知識及び技能）

『HEIWAの鐘』のテクスチュア、強弱を知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受し

ながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、合唱表現を創意工夫する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　（思考力、判断力、表現力等）

音 楽 科

音楽科における授業実践について

脇坂　幸菜

題材名　歌詞に込められた思いを感じ取り、曲想を味わいながら表現を工夫して合唱しよう

音
　
　
楽



『HEIWAの鐘』の曲想や歌詞の内容、声部の役割と全体の響きに関心をもち、音楽活動を楽しみ

ながら主体的・協働的に合唱の学習活動に取り組む。　　　　　　　（学びに向かう力、人間性等）

　

３　題材の評価規準

― ４６ ―

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

　『HEIWAの鐘』の曲想や歌詞

の内容、声部の役割と全体の響

きなどに関心をもち、音楽活動

を楽しみながら主体的・協働的

に合唱の学習活動に取り組も

うとしている。

Ⅰ　『HEIWAの鐘』のテクス

チュア、強弱を知覚し、それ

らの働きが生み出す特質や

雰囲気を感受し、その関わり

について考えている。

Ⅱ　知覚・感受したこととの関

わりについて考え、『HEIWA

の鐘』をどのように歌うかに

ついて思いや意図をもって

いる。

Ⅰ　『HEIWAの鐘』の曲想と音

楽の構造や歌詞の内容との関

わりについて理解している。

（知）

Ⅱ　創意工夫を生かし、全体の

響きや各声部の声などを聴き

ながら他者と合わせて歌う技

能を身に付けている。（技）

４　指導と評価の計画（６時間）

評　　価授業時間
（全６時間）

ねらい・学習活動時
態思知・技

１時間曲の背景を理解する。１

Ⅰ２時間
パートの練習・声部の役割や音楽の特徴を理解

する。
２

Ⅰ、Ⅱ２時間合唱表現を創意工夫する。３

Ⅱ１時間演奏発表４



― ４７ ―

※①～④の過程を経ることで、生徒が様々な合唱表現の創意工夫を試し、それを生かすことで自分た

ちの表現力が高まっていくことを実感しながら、どのように歌うかについて思いや意図をもち、そ

の中で新たな知識や技能が育まれていくと考えた。これは、曲想や音楽の構造、歌詞の内容を一体

的に理解する学習となり、表現の工夫の仕方を捉えていくことで、今後の歌唱の基礎力の育成にも

つながる。

５　本題材における探究的な学習の過程とその過程における手立て

主な手立て探究的な学習の過程次

　歌詞を朗読させ、沖縄の歴

史や作者が曲に込めた思いを

紹介することで、楽曲からの

平和に対する強いメッセージ

を感じ取らせる。

　『HEIWAの鐘』の歌詞の内

容や曲に込められた心情に関

心をもち、どのように合唱に

取り組んでいくかイメージを

もつ。

①　出合い・課題設定１

　曲想と音楽の構造などの関

わりに気づくことができるよ

うに、曲を部分ごとに分けて

特徴を感じ取らせる。

　自分たちの演奏を録音し、

客観的に聴くことにより、自

ら改善したい部分に気づかせ

ることで、主体的に取り組ま

せる。

　パート練習を積み重ね、音

取りをする。音の重なり方か

ら見取ることができる声部の

役割や強弱の変化を楽譜上か

ら分析し、全体の音楽の特徴

を理解する。

②　アナリーゼ（楽曲分析）２

　詳細については次項で述べ

る。

　合唱表現を創意工夫する。
③　追求３

　演奏発表の場を設けること

で達成感を得たり、聴いてく

れた人からの感想や自己の活

動を振り返らせ、表現を創意

工夫することの大切さに気づ

いたりできるようにする。

　これまでの学びを生かし、

音楽表現の工夫を取り入れた

合唱を他クラスや学年の先生

方に向けて発表する。創意工

夫を生かした合唱表現の活動

を経て抱いた感情や今後の目

標を記し、他者と共有する。

④　表現と価値の創出４



６　「③　追求の過程」の展開（第４時間目）

　　目標

　　　曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりを感じ取り、合唱表現を創意工夫する。

　　展開

― ４８ ―

指導上の留意点と評価学習活動や生徒の反応・様子など過
程

ふさわしい発声の仕方や身体の使い方を

呼びかけながら、のびのびと歌わせる。

冒頭部においては教師が表現の工夫につ

いての例を示し、工夫を取り入れながら歌

わせる。

歌い方シートも参考にしながら、どのよう

に歌うかについて考えさせる。

仲間の考えに触れることにより、様々な工

夫ができることを把握させる。

繰り返し歌うことで、変化を実感できるよ

うにする。

工夫を取り入れることで良くなった部分

を具体的に伝えていく。

　　　　　　　  　思Ⅰワークシート、観察

１　『HEIWAの鐘』の１番を合唱し、ウォー

ミングアップをする。

Ｔ「前回では自分たちの演奏を録音して聴き

ましたが、これからどのような合唱を目指

したいですか。」

Ｓ「パートの音をもっとバランスよくしたい

です。」

Ｓ「歌詞に込められた思いや曲のよさが聴く

人に伝わるように歌いたいです。」

２　曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関

わりを感じ取り、どのように歌うかについ

て考え、表現を工夫する。

Ｓ「Ｂの部分はユニゾンなので発音やリズム

を他のパートとそろえるように意識して

歌ったらいいと思います。」 

Ｓ「Ｃの部分の歌詞は悲しいのでＢよりも落

ち着いた感じのメッゾフォルテで表現し

たらいいと思います。」 

Ｓ：実際に歌いながら表現の工夫を取り入

れ、試行錯誤しながらよりよいものにし

ようとしている。

３　表現の工夫をすることの必要性につい

てふりかえる。

Ｔ「よりよいものを創り上げるためには、ど

んなことが必要だと思いますか。」

Ｓ「歌詞をよく読んで、それに応じた表現で

歌うことの大切さがわかりました。」

Ｓ「ただ強く歌うのではなく、その場面に

あった歌い方の工夫をすることでより豊

かな表現につながると思いました。」

③
　
追
求

　歌詞の内容、テクスチュア、強弱に着目し、合唱表現を追求しよう。
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７　授業実践の様子

　①　出合い・課題の設定の過程

　　合唱活動を始めていくにあたり、過去に演奏された合唱コンクールでの演奏を聴いた上で感想を

求めると、「すごい。上手い。感動的。」などの意見が挙がった。合唱は仲間と心を一つにしながら

創り上げていくものであることや、聴く人の感動を呼ぶものであることを知り、自分たちもそのよ

うな合唱ができるようになるためにはどんなことが必要かを考えさせた。取り組んでいく合唱曲

『HEIWAの鐘』を紹介すると、「沖縄のことについて歌われたものですか？」や「戦争は二度と繰

り返してはいけないという作者の思いを感じました。」といった意見があり、平和学習での知識を生

かそうとする姿勢が見られ、全体的に曲に対しての関心は高かった。生徒が曲に対してできるだけ

難しさを感じることなく、学習意欲が高まるような出合わせ方の工夫として、歌詞を丁寧に読み取

ることはもちろん、これまでの学習の知識を生かすことができるような問いを投げかけ、全員で歌

詞について考える場面をつくる手立て

を講じた。楽譜を配付後すぐに歌詞を

全員で朗読し、教師が歌詞の内容につ

いて解説を加えた（図１）。解説を聴

いて感じたことを仲間と意見交換する

中で見えてきた曲に込められている心

情を、聴く人に伝わる合唱表現をする

ことに課題意識をもち、そのための調

和された混声三部のハーモニーを創る

必要性を感じていた。そのあとに、

『HEIWAの鐘』の作曲者、調、拍子、

速度や演奏形態等を知り、曲全体の背

景についての理解を深めた。本題材に

おいて取り組んでいく内容を確認した

後に、「次回は実際に歌っていくけれど、最初にすることは何かな？」と問うと、パート練習や音取

りという声が口々に聞こえた。題材の最後には発表の場を設けることを伝えると、生徒自身が目標

を身近に感じ、パートリーダーを選出したり、並び方の工夫を考えたりしながら今後の活動をより

明確にした上で第１次を終えることができた。

　　評価

　　思Ⅰ

　『HEIWAの鐘』の知覚したこととしてテクスチュアと強弱

に関する記述があり、それらの働きが生み出す特質や雰囲気

を感受するとともに、曲想や歌詞の内容を考慮しながらどの

ように歌うかについて具体的に自分の考えをワークシート

に書いている。

「十分満足できる」状況にある

と判断される具体的な例

図１　歌詞の内容を捉える



　②　アナリーゼ（楽曲分析）の過程

　　この過程は、生徒が合唱表現を創意工夫するための必要な知識・技能を習得していく過程であ

る。まずは、自分のパートの模範演奏をタブレット端末で聴き、音の高さやリズムを捉え、パート

ごとに分かれて練習を繰り返し行った。細かいリズムが連続して出てくる部分では、手拍子をしな

がらラップ調で発声し、歌詞を正確に拍の中に入れていく手立てを講じた。概ね旋律が確認できた

ところで、全体で合わせ、パートに応じたふさわしい発声法を良い例・悪い例などの模範を交えて

伝えると、生徒は身体の使い方を意識しながら歌う大切さを理解し、自ら実践する生徒もいた。次

に、音楽を形づくっている要素に触れていくため、楽譜を見ながら強弱やテクスチュアの変化を分

析した。テクスチュアに関しては、「３つの声部の動きを、①ユニゾン②ハーモニー③掛け合いの

３つに分けるとするとどれに当たりますか？」、「ここはどのパートが主旋律を担当しますか？」な

どと尋ね、移り変わる声部の役割を捉えた。「Ｄの部分から始まるクレシェンドはどの部分に向かっ

てするものですか？」と問いかけると、生徒は「Ｅのサビの部分に向かって盛り上がるように。」と

答えた。そして、実際に歌いながら曲の一番の山場に向かってクレシェンドできるように発声の仕

方をコントロールしていく必要性を感じ取っていた。このように楽譜等から曲全体の音楽の特徴を

明確に捉えることで、知覚したことと感受したこととの関わりについて生徒の思考が働き、創意工

夫を考える土台になると考えた。そして、NHKアーカイブスのサイトより、沖縄戦の映像や証言を

視聴し、沖縄の歴史に触れることで更に歌詞を身近に感じられるような手立てを講じた。生徒は映

像に見入ると同時に、「曲を作った人も戦争を実際に体験していないけれど、平和な世界を築いてい

くためにはこのようなことを忘れてはいけないという思いがすごく詰まっている気がする。」や「作

者は平和に対する強いメッセージを歌で繋いでいくことを願っているのでは。」といった意見も出

た。曲のことを分析することで、『HEIWAの鐘』により親しみを抱いてくことが生徒の発言や歌う

姿勢などから確認できた。最後には、自分たちの演奏を録音し、それを客観的に聴くことにより今

の自分たちの課題を見つけ出す活動を行った。録音を聴いて、気付いたことをワークシートに自由

に書かせると、「ソプラノが弱いのでもっと出した方がいい。」、「バランスを改善したい。」、「歌詞を

もっとはっきり発音しないと人には伝わらない。」という記述や、「ユニゾンの部分が男声も女声も

全員で揃っていてとてもきれいだった。」というようなこれまでの練習の成果を感じることができた

記述もあった。この過程では楽曲を分析することに付け加え、現段階の自分たちの演奏がどうであ

るかを分析する活動を取り入れることで、自ら課題を発見し、主体的に今後の活動に取り組める姿

勢を育むことができると感じた。

　③　追求の過程

　　この過程は、合唱表現をしていくにあたり、どのような合唱にしたいかを考えた上で、どのよう

な工夫を取り入れ、その工夫を歌い方にどう生かしていくか試行錯誤しながらよりよいものを追求

していく過程である。まずは、自分たちの演奏の録音から得た様々な気付きを共有することにした。

その中ではどのクラスも共通して多かったのがバランスの問題であった。「客観的に聴かなくても、

歌いながらバランスを取っていく方法があります。何だと思いますか？」と尋ねると、数人が手を

挙げ、「他のパートの音を聴きながら歌うといいと思います。」と答えた。その方法をすぐに実践し、

聴くことを意識して歌わせると、バランスの悪さがすぐに改善された。これにより、生徒は周りの

声を聴きながら歌うことが良いバランスを生み出していくことにつながると実感していた。次に、
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強弱、テクスチュア、歌詞の内容に着目し、合

唱表現を追求していく活動に入った。ここから

は、本題材の主要な場面となる合唱表現を創意

工夫する活動である。ただ、創意工夫の仕方を

十分に理解できていないため、まずは教師が考

え方を示し、個々に考えるのではなく一斉指導

を行った。「Ａの部分の強弱はフォルテですが、

強く歌う他に、どんな感じで歌うとよいです

か？」という発問を投げかけたが、やや難しい

質問になってしまっていた様子だった。そこで、

生徒の思考を促すための手立てとして、歌い方

シート（図２）を参考にするように指示を出し

た。すると、「平和について歌っているし、最初は明るい調なので明るく、そして勢いよく歌いた

い。」といった意見が出た。テクスチュアに着目させると、「このＡの部分は混声三部のハーモニー

なので、最初からよく周りの音を聴いてバランスを良くしたい。」といった発言があった。また、歌

詞にも着目させると、「ここの歌詞は戦争の悲惨さが感じられるので、しっとりと少し落ち着いた感

じで歌いたい。」といったような歌詞と強弱の関係について考えることができている様子も見られ

た。教師と生徒のやり取りの中で、生徒は次第に創意工夫の考え方を理解することができた。全体

で一斉に考えていくことは、他の生徒の意見を参考にすることもでき、活発に発表する姿がみられ

た（写真１)。これらのやり取りを繰り返し、生徒は自然に創意工夫の仕方を理解し、どのように歌

うかについての考えをワークシートに記入していた（図３）。

　　そのようにしながら、実際に歌い、創意工夫を取り入れることによって自分たちの合唱がよりよ

いものに変わっていくことを実感すると同時に、曲想を味わいながら、よりよく歌う技能を身に付

けていくこともできることがわかった。授業の最後には、よりよい合唱を創り上げていくために必

要なことは何かを考えさせ、活動の中で学んだことを基にワークシートに記入させた（図４）。ま

た、これらを共有しておくことで、合唱表現に対するクラスの思いを、より一つにしていくことが

できると感じた。
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図３　どのように歌うかについての
　　　考えを記入したワークシート

写真１　歌い方の工夫について意見を出し合う場面

図２　歌い方シート
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　④　表現と価値の創出の過程

　　この過程は、これまでの取り組みを生かして合唱表現をする本題材のまとめの過程である。追求

してきたことを整理し、うまく演奏できるかが試されていく。生徒には、予め、学年合唱発表会を

開いて他のクラスの仲間や教員に自分たちの演奏を発表することを伝えていた。発表会直前に、特

にどんなことをがんばりたいかワークシートに記述させると、次のような回答が見られた。

　　発表会では、学年全体で歌詞を朗読し、代表者がこれまでの音楽の授業の取り組みや平和学習を

重ねてきた成果を発揮したいことを述べ、２クラスずつの合同チームで指揮者を立てて発表を行っ

た（写真２）。曲との出合いから始まり、計６時間という短い時間ではあったが、生徒は探究的な学

習の過程を踏み、これまでの学びを生かしながらのびのびと体育館いっぱいに歌声を響かせていた。

発表を終え、校長先生や学年の先生方から感想をいただいた生徒の様子は充実感に満ちていた。他

のクラスの合唱を初めて聴き、自分たちとは違うよさをたくさん発見していた生徒もいた。

　　最後に、本題材を終え、合唱活動を行っていく上での土台が確立できたとともに、探究的な学習

の過程を充実させたことで得たものを必ず次に生かすことができるように更なる合唱力の向上を期

待していることを全体に伝え、振り返りを

行った（図５）。やはり多かった感想は、仲間

と心を通わせて合唱ができたことや人に聴い

てもらえたことに対する喜びであった。そし

て、歌詞の意味をよく捉えることや思いをも

つことの大切さ、歌詞と強弱の関係性に気付

いたことや、自分なりの新たな価値を見出し

て今後の目標などを綴っていた。

図４　よりよい合唱を創り上げていくために必要なことを記入

写真２　合唱発表会を行う様子

これまでの学習で考えた、どんなふうに歌いたいかを活用し、歌詞を大切にして平和を願う気

持ちで歌うことをがんばりたい。

自分のパートの音を正確に歌えるようにがんばることと、周りの声を聴くことを忘れないよう

にしたい。

歌詞に込められた思いを再確認して歌いたい。

学年の先生方に感動してもらえるような演奏になるようにがんばりたい。



８　成果と課題（○…成果、●…課題）

○探究的な学習の過程を明確にし、それぞれの過程の中で、よりよい合唱へ仕上げていくためにはど

うしたら良いかを自ら思考できるような、その場面に応じた手立てを講じることで、本題材の目標

をよりよく達成することができた。

○探究的な学習の活動は、個々やグループでの活動において取り入れることがよくある。しかし今回

の場合は、合唱は全員で創り上げるという観点からしてみても、まずは教師が創意工夫の仕方の範

を示し、一斉学習の中で互いに考えを出し合いながら試行錯誤する活動が効果的であった。

○音程やリズムを正しく取って歌うだけでなく、自分たちの演奏を客観的に聴いて課題を見つけ出し

たり、歌詞の内容に合った強弱を考えながら工夫して歌うことによって表現の幅が広がっていくこ

とを実感したりして、学びに対して充実感を得ることができた。このことは、探究的な学習を肯定

的に捉え、今後の表現活動にも自ら進んで取り組もうとする姿につながると考える。

●合唱表現の創意工夫において、意見を積極的に述べる生徒がいる反面、その意見を参考にしながら

も自分の思いがなかなか見えてこなかった生徒もいた。そのため、身に付けた知識・技能を活用し、
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図５　振り返りのワークシート



自分の考え方が広がった過程が可視化されるようなワークシートの工夫が必要である。

●パートによって、声量や表現の幅に偏りができていたため、探究的な学習の過程での第２次の場面

において、自分以外のパートにもよく耳を傾ける必要があったと感じた。各パートのバランスを保

つために、パートごとで聴き合い、他のパートにアドバイスをする活動を設けるようにする等の工

夫が必要である。

〔引用・参考文献〕

文部科学省：「中学校学習指導要領解説　音楽編」２０１７年

国立教育政策研究所教育課程研究センター：「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考

資料　中学校音楽」２０２０年
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１　題材の概要（２年生：デザイン分野）

　　本題材では、想像上の企業のロゴマークをデザインする。ロゴマークは身近なものであるが、その

デザイン性について考える機会は少ないのではないだろうか。生徒には洗練されたロゴマークの美し

さを感じ取り、伝えたい情報を分かりやすく視覚化することの楽しさを味わって欲しい。

　　優れたロゴマークを鑑賞することで、企業のイメージを直感的に伝えるロゴマークの役割について

理解する。伝えたい内容を考えて、配色や書体を選択し、さらに見る人の印象に残るような視覚伝達

のデザインを主体的に創意工夫して表現する。

　　制作環境として、タブレット端末を使用する。デザインの試行錯誤を簡単に繰り返し行えることや、

制作途中の記録をデータとして保存でき、表現の変容がわかりやすいことが利点である。各自、イン

ターネットで必要な情報を収集することもできる。制作活動を行いやすいように光学式マウスを用意

した。

　　さらに、本題材では学習目標をよりよく達成するために、探究的な学習の過程を明確にした。主題

を表現するための課題を設定し、その課題の解決を図るなど、探究的な学習の過程を経ることで、生

徒はより主体的な態度で授業に取り組めると考えた。これらの詳細については、５以降で述べていく。

２　本題材の目標

○形や色彩がもたらす効果や、造形的な特徴を基に、ロゴマークのデザインを全体のイメージで捉え

ることを理解し、プレゼンテーションソフトを使った表現方法を工夫して、創造的に表す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （知識及び技能）

○架空の企業を想像して主題を生み出し、形や色彩がもたらす効果や、分かりやすさと美しさの調和

などを考え、表現の構想を練る。優れたロゴマークの洗練された美しさなどを感じ取り、分かりや

すく伝えるための工夫などを考えて、美意識を高め、見方や感じ方を深める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（思考力、判断力、表現力等）

○美術の創造活動の喜びを味わい、主体的に何を伝えるかを考えて、見る人に分かりやすく、印象に

残るようにロゴマークをデザインする表現の学習活動と、情報を分かりやすく伝えるための工夫を

感じ取る鑑賞の学習活動に取り組む。　　　　　　　　　　　　　　（学びに向かう力、人間性等）

美 術 科

美術科における授業実践について

栗岡　良平

題材名　ロゴマークでハートをつかめ！

～分かりやすく、印象に残るロゴマークの制作～

美
　
　
術



３　題材の評価規準
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主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

Ⅰ　美術の創造活動の喜びを

味わい、主体的に何を伝える

かを考えて、見る人に分かり

やすく、印象に残るようにデ

ザインする表現の学習活動

に取り組もうとしている。

Ⅱ　美術の創造活動の喜びを

味わい、主体的に情報を分か

りやすく伝えるための工夫

を感じ取る鑑賞の学習活動

に取り組もうとしている。

Ⅰ　情報を伝える目的や条件

などを基に、伝える相手や内

容、社会との関わりなどから

主題を生み出し、形と色の組

み合わせの効果や、分かりや

すさと美しさの調和などを

総合的に考え、表現の構想を

練っている。

Ⅱ　情報を分かりやすく伝え

るデザインの調和のとれた

洗練された美しさなどを感

じ取り、情報を分かりやすく

伝えるための工夫などを考

えて、美意識を高め、見方や

感じ方を深めている。

Ⅰ　形や色彩が感情にもたらす

効果や、造形的な特徴を基に、

伝わりやすく、見る人の印象

に残るデザインを全体のイ

メージで捉えることを理解し

ている。

Ⅱ　意図に応じて表現方法を工

夫し、制作の順序などを総合

的に考えながら、見通しを

もって創造的に表している。

４　指導と評価の計画（５時間）

評　　価授業時間
（全５時間）

ねらい・学習活動次
態思知・技

Ⅰ、ⅡⅠ、ⅡⅠ１時間
架空の企業を想像し、ロゴマークで表す主題を
生み出す。

１

ⅠⅠ２時間
プロトタイプを制作し、意見交換や情報を収集

するなどして、デザインを改善する。
２

Ⅰ、ⅡⅠⅡ２時間
ロゴマークを完成させ、自分の考えなどをまと
め、発表する。

３



― ５７ ―

※①～④の過程を経ることで、生徒は主題を表現するための課題を明確にして活動に取り組むことが

できるようになる。また、課題解決のために情報の収集や整理・分析をするなど、意欲をもって粘

り強く美術の活動に取り組む態度が育ち、主体的に学習に取り組むことができるようになる。

５　本題材における探究的な学習の過程とその過程における手立て

主な手立て探究的な学習の過程次

　ロゴマークの役割につい

て、鑑賞活動の中で気づかせ

る。ワークシートを活用する。

　架空の企業を想像し、ロゴ

マークで表す主題を生み出

す。主題を表現するための課

題を設定する。

①　課題の設定１

　詳細については次項で述べ

る。

　インターネットなどで課題

解決に必要な情報を収集す

る。プロトタイプを制作し、

それを紹介し合い意見交換を

行う。

②　情報の収集

２

　収集した情報を整理・分析

し、デザインの改善点につい

て思考する。

③　整理・分析

　グループでプレゼンテー

ションを考え、発表会を行い、

優勝グループを決定する。

　ロゴマークを完成させ、気

付きや発見、自分の考えなど

をまとめ、発表する。

④　表現・まとめ３



６　「②　情報収集の過程」と「③　整理・分析の過程」の展開（第４時間目）

　　目標

　　　プロトタイプについて意見交換を行うことでデザインを改善することができる。

　　展開

― ５８ ―

指導上の留意点と評価学習活動や生徒の反応・様子など
過
程

ワークシートと付箋を活用して、短時間で

意見交換をできるようにさせる。

第一印象として直感的に感じたロゴマー

クの良さを、ハートの大きさであらわして

付箋に記入して作者に伝えさせる。

１　前時から引き続きプロトタイプの制作

を行う。

２　グループでプロトタイプについての意

見交換を行う。

②
　
情
報
の
収
集

有名企業のロゴマークを例として示し、色

が与える印象の違いを確かめさる。

明朝体とゴシック体、セリフ体とサンセリ

フ体が与える印象の違いを確かめさせる。

タブレットを直接カメラで撮影して電子

黒板に作品を表示させる。

　　　　　　　思Ⅰ　作品・ワークシート

３　色や書体などが与える印象などについ

て考え、確かめる。

４　意見交換したこと、色や書体の効果を踏

まえてデザインを改善する。

５　改善したことをまとめて、発表する。

③
　
整
理
・
分
析

　目標　　意見交換をしてデザインを改善する。

　　評価

　　思Ⅰ

　デザインの課題を解決するために意見交換をし、デザイン

を的確に改善することができる。

「十分満足できる」状況にある

と判断される具体的な例



― ５９ ―

７　授業実践の様子

　①　課題の設定

　　有名企業などの洗練されたロゴマークを装飾していていないテキストと比較して鑑賞すること

で、ロゴマークが果たす役割や美しさについて考えた。その中で、「企業の名前を覚えてもらうこと」

や「企業のイメージを伝えること」、「他の企業と差別化を図る」などに気づいたり、デザインの美

しさを感じ取ったりできていた。

　　そして、ロゴマークをデザインするための架空の企業について、社名・事業内容・企業理念を中

心に想像してまとめた。この企業のイメージがロゴマークとして表すための主題となる。さらに、

デザインの中で特に達成したいことを課題として設定し明確にした（図１、図２）。

　②　情報の収集

　　プレゼンテーションソフトを使ってロゴマークのプロトタイプを制作した。プレゼンテーション

ソフトは柔軟に図形や色を扱え、素早く編集ができるのでグラフィックデザインにも適している。

毎時間の最初の５分間で、基本的な図形を組み合わせて必要な形を作り出す方法や、色で塗りつぶ

す方法などを学習した。図形同士の接合や切り出し、グラデーションで塗りつぶす方法など、特に

デザインする上で重要と思われるソフトウェアの機能について指導した。その他の応用的な使用法

については生徒同士で教え合ったり、インターネットで調べたりするように促した。

　　インターネットを使い、想像した企業と類似した業種の企業のロゴマークについて調べた。また、

既に学習している色（暖色・寒色等）や書体（明朝体・ゴシック体等）が見る人に与える効果につ

いて、例となるロゴマークを示し、考える時間をとった（写真１）。

写真１　授業の様子 写真２　意見交換の様子

図１　生徒Ａのワークシート 図２　生徒Ｂのワークシート



　　デザイン分野では、他者からの客観的な感想や意見はデザインを改善していく上で重要である。

ロゴマークのプロトタイプをグループで紹介し合い意見交換をした（写真２）。意見交換の際には、

第一印象として直感的に感じたロゴマークの良さを、ハートの大きさであらわして伝えられるよう

にした。また、良い点や改善点などの感想・意見を付箋に書いて交換するようにした（図３、図４）。

　③　整理・分析

　　文章でまとめることはせずに、実際にデザインを改善していくことで、情報の整理・分析がされ

ていくと考えた。特に、良い点として意見をもらったことについて、自信を持って制作を進めるこ

とができていた。また、企業のイメージがしっかりと伝わっているかどうかという点についても分

析を行い、デザインを改善していた。

　④　表現・まとめ

　　配色や字体の調整、全体のバランスを確認して作品を完成させた（図５、図６）。作品についての

気付きや発見をまとめ、グループ内で作品を紹介した。ロゴマークへの思いや、企業の事業内容に

ついて具体的に話すことが出来ていた。他者の作品についての質問なども積極的に行うことが出来

ていた。

　　その後、グループ代表の作品を決めて、グループ対抗のプレゼンテーションコンテストを行った。

グループで協力して作品のプレゼンテーションを考え、代表作品の工夫点や魅力について発表をし

た。最後に、グループごとに話し合い、どのグループのデザインが一番良かったかを投票して優勝

グループを決定し、表彰した。

― ６０ ―

図３　生徒Ａがもらった付箋の内容 図４　生徒Ｂがもらった付箋の内容

図５　生徒Ａの完成作品 図６　生徒Ｂの完成作品



８　完成作品の紹介

― ６１ ―



― ６２ ―

９　成果と課題（○…成果、●…課題）

○【課題の設定】主題を表現するための課題を明確にしたので、見通しをもって集中して制作に取り

組むことが出来た。

○【情報の収集】グループ内で作品を紹介し合い、感想・意見をもらうことで、良い点については自

信を持って制作を進めることが出来た。

○【表現・まとめ】グループ対抗で行ったプレゼンテーションコンテストでは作品の工夫点や魅力に

ついて、よく考えまとめて発表することが出来た。

○【全体を通して】プレゼンテーションソフトを使うことでアイデアを素早くデザインに反映するこ

とができるので、生徒は制作に集中することができていた。また、タブレット端末やソフトを使う

ことで、短時間で試行錯誤を繰り返し、思考が深められていた。

●【課題の設定】「かっこよくしたい」「おしゃれにしたい」など、課題の内容が抽象的な生徒が多かっ

たので、さらに具体的に課題を解決するための方策を考えさせても良かった。

●【情報の収集】意見交換をする場面では、どのような視点でデザインを評価するかなど、話し合う

内容を明確にさせた方がよかった。また、改善すべき点などについても積極的に意見が出てくるよ

うになれば、もっと話し合いが豊かになるので、手立てを考えたい。また、話し合いのあと、制作

の方向性についてしっかりと意思決定する必要もある。

●【整理・分析】収集した情報をもっと有効に活用できるように、整理・分析するための視点を持た

せるべきだった。

●【表現・まとめ】課題解決をできたかどうかが曖昧になってしまっているので、デザインを自己評

価する方法が必要である。

●【全体を通して】探究的な学習の各過程で、課題解決への意識付けをもっとしたほうがより見通し

を持たせられて良かった。課題解決に向かっていく姿勢をしっかりと持たせることが探究的な学習

を進める上で大切である。

〔引用・参考文献〕

文部科学省：「中学校学習指導要領解説　美術編」２０１７年

国立教育政策研究所教育課程研究センター：「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考

資料　中学校美術」２０２０年
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１　単元の概要（１年生：タグラクビー）

　タグラグビーはゴール型に含まれる。タグを付けた２つのチームが入り交じり、ボールを手で持っ

て相手をかわして走ったり、パスでつないだりしながら、ゴールラインまでボールを運べた回数（ト

ライによる得点）を競い合う運動種目である。タグラグビーは、他の球技に比べて、ボールを持ち運

びできる等、ゲームに必要な個人的技術が比較的易しく、容易にゲームに参加することができる。また、

「仲間との協力」によってゲームが展開されるという運動の特性から、仲間と教え合ったり、補助し

合ったりして、互いの学習成果を認め合うことができる。さらに、多くの生徒にとって初めて経験す

る運動種目であることから、個人差が顕在化していないので、全ての生徒が同じスタートラインから

学習に取り組むことができる。尚、本単元においては、生徒の発達段階等を考慮して、「攻撃時のス

ペースの活用」に重点を置いて指導を行った。

　加えて、本単元の第６・７時「３対３の攻防」の学習では生徒の探究的な学習を充実させ、学習目

標を達成することを目指すために、探究的な学習の過程を明確にし、必要に応じて、それらがよりよ

く進められるような手立てを講じる。これらの詳細については、５以降で述べていく。

　

２　単元の目標

○次の運動について、勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、球技の特性や成り立ち、技術の名称や行い方、

その運動に関連して高まる体力などを理解するとともに、基本的な技能や仲間との連携した動きで

ゲームを展開することができるようにする。 （知識及び技能）

ゴール型では、ボール操作と空間に走り込むなどの動きによってゴール前での攻防をすることが

できるようにする。

○攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自

己や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。 （思考力、判断力、表現力等）

○球技に積極的に取り組むとともに、フェアなプレイを守ろうとすること、作戦などについての話し

合いに参加しようとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとすること、仲間の

学習を援助しようとすることなどや、健康・安全に気を配ることができるようにする。

 （学びに向かう力、人間性等）

 

保
健
体
育

保健体育科

保健体育科における授業実践について

大岩　　誠・田中　直人・天羽　つかさ



３　単元の評価規準

 

４　指導と評価の計画（１０時間）

 

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

Ⅰ　練習の補助をした

り仲間に助言したり

して、仲間の学習を支

援しようとしている。

Ⅱ　一人一人の違いに

応じた課題や挑戦及

び修正などを認めよ

うとしている。

Ⅲ　健康・安全に留意し

ている。

Ⅰ　提示された動

きのポイントや

つまずきの事例

を参考に、仲間の

課題や出来映え

を伝えている。

Ⅱ　仲間と協力す

る場面で、分担し

た役割に応じた

活動の仕方を見

付けている。

Ⅲ　仲間と話し合

う場面で、提示さ

れた参加の仕方

に当てはめ、チー

ムへの関わり方

を見付けている。

【技能】

Ⅰ　ゴール方向に守備

者がいない位置でパ

スを受けることがで

きる。

Ⅱ　有利に攻撃しやす

い空間にいる味方に

パスを出すことがで

きる。

Ⅲ　パスを受けるため

に、ボール保持者の後

方かつ守備者がいな

いスペースに走り込

む動きができる。

【知識】

Ⅰ　球技には、集団対集

団、個人対個人で攻防

を展開し、勝敗を競う

楽しさや喜びを味わ

える特性があること

について、言ったり書

き出したりしている。

Ⅱ　球技の各型の各種

目において用いられ

る技術には名称があ

り、それらを身に付け

るためのポイントが

あることについて、学

習した具体的な例を

挙げている。

授業づくりのポイント１０９８７６５４３２１時

三つの資質・能力

をバランスよく指

導する。

知識と技能の関連

や、運動と関連し

て高まる体力につ

いて理解できるよ

うにする。

個人や集団の課題

が明確になり、解

決に向かえるよう

に、人数・コート・

用具・プレイに関す

る制限を工夫する。

常に自己や仲間の

安全に留意できる

ように指導する。

 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ー
ル
に
慣
れ
る
運
動

単
元
の

ま
と
め

運動観察・本時のねらい確認

ボール操作の反復練習

ゲ
ー
ム
Ⅱ

学習の振り返り・次時の確認

ゲ
ー
ム
Ⅰ

３
対
３

４
対
４

２
対
２

３
対
３

 
３
対
３
　
・
ボ
ー
ル
操
作

 
　
　
　
　
・
空
い
て
い
る
空
間
に
走
り
込
む

２対１

２対２

・パスとボー

ルの受け方

・空間を利用

した動き

ボール操作
　

・パス

・キャッチ

１対１

・体の使い方

簡易ゲーム
　

・通り抜け

　ゲーム

０

１０

２０

３０

４０

５０

学

習

の

流

れ

評価方法１０９８７６５４３２１

評

価

機

会

ワークシート・観察総
括
的
な
評
価

ⅠⅡ（Ⅱ）Ⅰ知

観察　　　　　　　ⅢⅡⅠ技

ワークシート・観察ⅢⅡⅠ思

ワークシート・観察ⅢⅡⅠ態
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５　第６時間目から第７時間目における探究的な学習の過程とその過程における手立て

 

※①～④の過程を経ることで、「３対３の攻防」について、守備者を意図的に動かすための攻撃からつ

くったスペースを活用し、トライにつなげるための一連の動きを深く考察していくことを目指す。

このことは、次時以降の「４対４の攻防」や「ゲームの戦術・作戦」について、自ら進んで考えよ

うとすることにつながる。

６　「③　実践の過程」と「④　振り返り・改善の過程」の展開（第７時間目）

　目標

　スペースに走り込む動きを用いて、トライまでの攻撃を展開できる。

Ⅰ球技には、集団対集団、個人対個人で攻防を展開し、勝敗を競う楽しさや喜びを味わえ

る特性があることについて、言ったり書き出したりしている。

Ⅱ球技の各型の各種目において用いられる技術には名称があり、それらを身に付けるため

のポイントがあることについて、学習した具体的な例を挙げている。

知

単

元

の

評

価

基

準

Ⅰゴール方向に守備者がいない位置でパスを受けることができる。

Ⅱ有利に攻撃しやすい空間にいる味方にパスを出すことができる。

Ⅲパスを受けるために、ボール保持者の後方かつ守備者がいないスペースに走り込む動き

ができる。

技

Ⅰ提示された動きのポイントやつまずきの事例を参考に、仲間の課題や出来映えを伝えて

いる。

Ⅱ仲間と協力する場面で、分担した役割に応じた活動の仕方を見付けている。

Ⅲ仲間と話し合う場面で、提示された参加の仕方に当てはめ、チームへの関わり方を見付

けている。

思

Ⅰ練習の補助をしたり仲間に助言したりして、仲間の学習を支援しようとしている。

Ⅱ一人一人の違いに応じた課題や挑戦及び修正などを認めようとしている。

Ⅲ健康・安全に留意している。

態

主な手立て探究的な学習の過程時間

３対３をプレイすることを通して、

前時に行ったプレイとの共通点や相

違点に気付くことができるようにする。

３対３において、トライまでの有効

なプレイについて、グループの課題

を発見する。

①　課題発見

６
模範となるサインプレイの映像を見

せることで、プレイの選択肢を広げ

る。

パス練習や１対１、２対１、２対２

の練習で、基本的な技能を身に付け、

課題を解決する方法を考える。

②　方針

詳細については次項で述べる。

習得したパスや体の動かし方、サイ

ンプレイなどを活用し、トライまで

の有効な攻撃を選択し実践する。

③　実践

７

詳細については次項で述べる。

グループで選択したサインプレイの

有効性について、言葉や文章などで

表したり、他者に分かりやすく伝え

たりし、合理的な解決について考える。

④　振り返り・
　改善
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　展開

 

　

　評価

技Ⅲ

 

　

７　第６時間目から第７時間目における授業実践の様子

①　課題発見の過程  

　まず、前時に行った「２対２の攻防」のプレイ動画を見せ、有

効なサインプレイやスペ－スを活用した動き等について、全体で

確認した（写真１）。その後、アップを行い、チームごとに作戦

ボードを使ってサインプレイを考えさせ、「３対３の攻防」に取り

組ませた。その際、教師からは特に指示を与えず、各チーム自由

に取り組ませた。すべてのチームが３対３をスムーズに行うこと

指導上の留意点と評価学習活動や生徒の反応・様子など過程

本時の目標と学習の流れについて説明し、

前回の３対３の良いプレイ・改善すべきプ

レイを動画で示す。

基本的な技能のポイント（パスを出すタイ

ミング、パスをキャッチするタイミング、

走り込むスピード・角度、声）を意識して

取り組ませる。

前時までの振り返りを行い、スペースをね

らう意識を持てるように声をかける。

タブレットを活用し、チームごとに課題の

解決に向けて話し合う時間を設定する。

サインプレイから、効果的に守備者を動か

し、スペースを作ることができるように考

えさせる。

【知識・技能Ⅲ】

 

パスを受けるために、守備者がいないス

ペースに走り込む動きができる。　 （観察）

１　本時の目標、流れを確認する。

２　準備運動・ウォーミングアップ（基本練

習）を行う。

Ｓ：３対３に繋がる技能を身に付けるために

練習する。

３　３対３を行う。

Ｓ：前時に出た課題を解決するために、グ

ループごとで話し合う。

Ｓ：動画を視聴し、改善すべき点を発見する。

Ｓ：習得した技能を活用し、課題解決に向け

て動いている。

③
　
実
践

グループで選択したサインプレイが有効で

あったかどうかについて、振り返ることが

できるようにするとともに、よりよいプレ

イについて、考えることを促す。

４　本時の振り返りをする。④
　
振
り
返

り
・
改
善

ディフェンスのスペースを突いて、トライを取りきろう。

　スペースに走り込む動きを用いて、トライまでの攻撃を展開するため

に意思疎通を図り、パスを行うことができる。

「十分満足できる」状況

（Ａ）にあると判断され

る具体的な例

 

写真１　動画を見せている様子
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はできなかった。その後、チームの課題を気付かせるために、各チームや全体に向けて「なぜ、ス

ペ－スをつくることができなかったのかな？」や「２対２のトライの回数と比べてどうだったのか

な？」等の問いかけを行った。３対３は、これまでの１対１や２対２とは違い、人数が増えること

で、トライに結びつくプレイが起こりにくい。トライの回数という客観的な数値に着目させること

で、２対２とは異なる攻め方を創出しなくてはならないという課題意識を導き、方針決定後の３対

３におけるデータ収集（本実践では撮影）の必要性を喚起した。

　

②　方針の過程

　この過程は、各チームで発見した課題の 

解決に向けて、方針を立てる過程である。

まず、前時までに身に付けた知識や技能を

映像や板書（写真２）を用いて、振り返る

ことができるようにした。映像について

は、３対３において有効な模範となるサイ

ンプレイを収めたものである。生徒は、そ

れらの手立てによって、各チームでそれぞ

れ方針を立てた。各チームで発見した課題及びその解決に向けての方針（抜粋）を表１に示す。

 

表１　各チームで発見した課題及び方針

　

③　実践の過程  

　この過程は、立てた方針に基づいて、課題の解決に向け

て実践する過程である。まず、第６時に行った学習活動に

ついて、全体で振り返り、立てた方針をもとに、「３対３

の攻防」に取り組ませ（写真３）、その様子を撮影させた。

撮影した動画をもとに、自分たちの動きを修正するための

話し合いをさせた（写真４）。話し合った修正内容を意識

し、プレイを行う。このようにチームごとで、実践、修正、

実践、修正……といった一連の学習活動を繰り返した。そ

の結果、前時に比べ、チームでスペースを活用するために

声をかけながら、意図してパスを出したり、コースを考え

て走ったりする等の変容が見られた。

 

写真２　「方針」の過程における板書

【方針】【課題】

○ボールを持っている人がどのように動
き、いつパスを出すのかを決めておく。

○ディフェンスにつめられて、スペースが
なくなった。

○一つ目のサインプレイの後、どこにス
ペースができたのかを確認し、そのス
ペースに動く。

○一つ目のサインプレイの後、次のプレイ
につながる動きができなかった。

○ディフェンスを見てサインプレイの表裏
を使い分ける。

○ディフェンスに動きを読まれて、スペー
スをつくることができなかった。

 

写真３　３対３の攻防の様子

 

写真４　自分たちの動きを修正している様子
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④　振り返り・改善の過程

  　この過程では、「スペースを活用して、トライまでつ

なげることができたか。」という視点で、チームごとに

自分たちのプレイを振り返り、その内容を文章にまと

めさせた。それらをチーム内で伝え合い、「３対３の攻

防」において、発見した課題の解決について、意図的

なスペースの活用に着目して考えを深めさせた（写真

５）。最後に、「次時のゲームでは４対４になるが、人

数が増えても、３対３のときと同じようにスペースを

つくることはできるかな？」と問いかけた。生徒から

「クロスからの動きを試してみたい。」や「ループと飛ばしパスを組み合わせてみたい。」、「２つ以

上のサインプレイを組み合わせて新しい作戦をつくってみたい。」等の肯定的な発言があった。

８　成果と課題（〇…成果、●…課題）

○「課題発見」の過程において、前時に行った学習活動に対して、その活動人数を増やすことやトラ

イの回数を数値化し比較させることで、既習の内容とのズレを感じ、自ら進んで課題を発見するこ

とにつながった。

○「方針」の過程において、前時までに身に付けた知識や技能を振り返ることができるような手立て

を講じることで、多くのチームが課題を解決するための具体的な方針を立てることができた。

●「振り返り・改善」の過程において、課題の合理的な解決について考えを十分に深めることができ

ていないチームもあった。そのようなチームには、「スペースをつくれているのに、トライできなかっ

たのはなぜか？」という発問をすることで、より探究的に課題の解決について、考えを深めさせたい。

〔引用・参考文献〕

文部科学省：「中学校学習指導要領解説　保健体育編」２０１７年

国立教育政策研究所教育課程研究センター：「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考

資料　中学校保健体育」２０２０年

タグラグビーオフィシャルウェブサイト　https://www.tagrugby-japan.jp/middle-school/ 

（最終閲覧２０２４年３月２４日）

 

写真５　チームで振り返りをしている様子
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１　題材の概要（２年生：双方向のあるコンテンツ制作）

　本題材では、ネットワークを利用した双方向性のあるWebコンテンツを例に情報の技術に関する科

学的な原理・法則と、基礎的な仕組みの理解、技術の見方・考え方を働かせながら問題発見・課題設

定し、解決する活動を行った。

　生徒には宿泊先検索サイトやルートマップサイト、徳島県が制作している防災・減災マップを例と

して生活の中にある地図を利用したWebコンテンツから工夫された箇所を見つける活動を通して、情

報の技術における見方・考え方に気付かせた。次に、Webコンテンツの基礎的な制作方法を身に付け

させた。その上で生徒が日常生活や社会全体における安全をテーマに問題を見いだし、技術の見方・

考え方を働かせながら課題を設定し、解決する活動を行った。この活動の中で、社会からの要求、安

全性、経済性や環境負荷などの視点から評価・改善を行った。これらにより理解の深化や技能の習熟

を図るとともに、技術によって問題を解決する力や、自分なりの新しい考え方や捉え方によって解決

策を構想しようとする態度などを育成した。最後に、それまでの学びを振り返り、技術としての概念

の理解を深めるとともに、技術を評価し、適切に選択し、管理・運用する力と社会の発展に向けて技

術を工夫し創造する態度を育成した。

　本題材で生徒が取り組んだ内容は次の通りである。
　

　 
　

　問題発見・課題設定の場面では、生徒が生活や社会における安全をテーマに問題を見いだし、情報

の技術にある見方・考え方を働かせながらWebコンテンツを利用して解決できる課題を設定した。問

題を見いだす場面では、思考ツールとしてマトリクスを利用した。縦軸に解決したい対象者が誰にな

るのか、横軸に安全に関わるキーワードを記述し、誰に対してどんな問題があるのかを整理させた。

マトリクスを用いた理由は２点ある。１点目は、キーワードだけでは問題が抽象的になり、思考が広

がりにくいと考えた。そのため、マトリクスを用いることで抽象的な１つの問題に対して「誰のため」

「何のため」と多角的に捉えさせ、思考を発散させた。このことにより、問題が具体的な形として発

散させながらも整理できると考えた。２点目は、課題としたコンテンツ制作を構想する際、「何のため

の制作か」が「思いついた作りたいものをつくる」にならないようにするためである。多角的に捉え

たマトリクスを残すことで、構想に行き詰まった際に代案を見直し、目的と制作がぶれないようにで

きると考えた。課題を設定する場面では、マトリクスをもとに地図コンテンツを用いて解決できそう

な問題を探し、考えの収束を図った。そこから、課題を設定し、実現可能な地図コンテンツの構想へ

と具体的な形にした。

　コンテンツ制作ではHTMLとJavaScriptを用い、テキスト形式でのプログラミングを行った。テキ

スト形式でのプログラミングは高等学校における「情報Ⅰ」への接続を加味している。ただし、プロ

グラムを白紙の状態から始めるのではなく、あらかじめ指導者が用意した例題をもとに生徒が運用し

ていくものとした。制作後、生徒に自己評価や他者評価から制作物の見直しを行わせ、次につながる

題材　安全に関わる問題を発見して、双方向性のあるコンテンツで解決しよう

技
術
・
家
庭

（
技
術
分
野
）

技術・家庭科（技術分野）

技術・家庭科（技術分野）における授業実践について

岩山　敦志



実践的な態度を育成した。

　本題材の目標をよりよく達成することを目指すために、本研究における生徒の探究的な学習の過程

を明確にするとともに、それらがよりよく進められるような手立てを講じる。これらの詳細について

は、５ 以降で述べていく。

　

２　本題材の目標

生活や社会で利用されている情報の技術についての基礎的な理解を図り、それらに係る技能を身に

付ける。 (知識及び技能)

技術の見方・考え方を働かせて、生活や地域の現状から安全に関する問題を発見し、地図コンテン

ツを取り入れた課題を設定・解決することができる。  (思考力、判断力、表現力等)

よりよい生活や持続可能な社会の構築に向けて、適切かつ誠実に技術を工夫し創造しようとする実

践的な態度を身に付ける。 (学びに向かう力、人間性等)

　

３　本題材の評価規準

 

　

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

　よりよい生活の実現や持続

可能な社会の構築に向けて、課

題の解決に主体的に取り組ん

だり、振り返って改善したりし

て、情報の技術を工夫し創造し

ようとしている。

Ⅰ　生活や社会にある安全に

関わる問題を見いだして、必

要な機能をもつコンテンツ

の課題を設定し、解決策を構

想し、実践を評価・改善し、

表現するなどして課題を解

決する力を身に付けている。

Ⅱ　よりよい生活の実現や持

続可能な社会の構築を目指

して、情報の技術を評価し、

適切に選択、管理・運用、改

良、応用する力を身に付けて

いる。

Ⅰ　生活や社会で利用されて

いる情報の技術についての

科学的な原理・法則や基礎的

な技術の仕組み、情報モラル

の必要性及び、情報と生活や

社会、環境との関わりについ

て理解している。

Ⅱ　安全・適切なプログラムの

制作、動作の確認及びデバッ

グ等ができる技能を身に付

けている。

― ７０ ―
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評価規準（評価方法）
○ね ら い
学習内容

時間
指導
事項

主体的に学習に
取り組む態度

思考・判断・表現知識・技能

進んで情報の

技術と関わり、

主体的に理解

し、技能を身

に付けようと

している。

（ワークシート）

情報の表現、記録、計

算、通信などについて

の科学的な原理・法則

について説明できる。

　（ペーパーテスト）

情報のデジタル化、処

理の自動化、システム

化、情報モラル・セ

キュリティなどに関

わる基礎的な仕組み

を説明できる。

　（ペーパーテスト）

○基礎的な情報の技術の

仕組み及び情報モラル

の必要性について理解

することができる。

情報の技術の仕組みや

情報の表現、記録や管理

などの仕組みについて

調べる。

情報セキュリティの仕

組みと情報モラルの必

要性について知る。

１

２

３

４

Ｄ

ア

情報通信ネットワー

クの構成と情報を利

用するための基本的

な仕組みについて説

明できる。

　（ペーパーテスト）

　（ワークシート）

○情報通信ネットワーク

の構成と、情報を利用す

るための基礎的な仕組

みを理解することがで

きる。

情報通信ネットワーク

の仕組みについてまと

める。

情報通信ネットワーク

を使って、情報をやりと

りする仕組みについて

知る。

５

６

７

Ｄ

ア

Webコンテンツ

「宿泊検索」「防

災・減災マップ-

徳島県」「ルート

検索ナビ」に込

められた問題解

決の工夫を読み

取り、情報の技

術の見方・考え

方に気付くこと

ができる。

　（ワークシート）

○双方向性のあるコンテ

ンツに使われている技

術に込められた問題解

決の工夫について考え

ることができる。

Webコンテンツ「宿泊

検索」「防災・減災マッ

プ-徳島県」「ルート検

索ナビ」に使われている

技術について、開発者が

込めた意図を読み取り、

技術に込められた問題

解決の工夫について考

える。

８

Ｄ

イ

４　指導と評価の計画（全１６時間）
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自分なりの新

しい考え方や

捉え方によっ

て、解決策を

構想しようと

している。

　（観察・ワーク

シート）

著作権等に気

をつけて制作

するなど、知

的 財 産 を 創

造、保護及び

活用しようと

している。

　（ワークシート）

情報の技術の見

方・考え方を働

かせて、安全に

関する問題を見

いだし、ネット

ワークを利用し

た双方向性のあ

る地図コンテンツ

で解決できる課

題を設定できる。

　（ワークシート）

○双方向性のあるコンテ

ンツのプログラミング

によって解決できる問

題を見いだし、課題を設

定することができる。

情報の技術の見方・考え

方を働かせて、安全に関

する問題を見いだし、課

題を設定する。

９

Ｄ

イ

利用者に配慮し

た解決策を、条

件を踏まえて構

想し、情報処理

の手順を図に表

すことができる。

　（ワークシート）

○設定した課題に基づき、

問題を解決するための

コンテンツに必要な情

報を収集し、解決策を具

体化することができる。

設定した課題に基づき、

問題解決に役立つ地図

コンテンツの制作に必

要な情報を収集し、解決

策を具体化し、アクティ

ビティ図に表す。

１０

１１

Ｄ

イ

安全・適切なプログラ

ムの制作、動作の確認

及びデバッグ等がで

きる。（観察・作品）

○双方向性のあるコンテ

ンツのプログラムを制

作することができる。

設定した課題を解決す

るために、必要な文字情

報を表示したり、画像情

報を表示したりするプ

ログラムを制作する。

プログラムが設計通り

に動作するか確認し、デ

バッグ等を行うなど必要

に応じて改善・修正する。

１２

１３

１４

１５

Ｄ

ア

自らの問題解

決とその過程

を振り返り、

よりよいもの

となるよう改

善・修正しよ

うとしている。

　（ワークシート）

問題解決とその

過程を振り返

り、地域社会か

らの要求を踏ま

え、評価、改善

及び修正を考え

ることができ

る。

　（ワークシート）

○双方向性のあるコンテ

ンツのプログラミング

による問題解決の評価、

改善・修正を考えること

ができる。

完成したコンテンツを

発表し、相互評価する。

社会で利用されている

コンテンツと自分のコ

ンテンツを比較するな

ど、課題の解決結果や解

決の過程を評価し、改善

及び修正を考えワーク

シートにまとめる。

１６

Ｄ

イ



５　第９時間目から第16時間目における探究的な学習の過程とその過程における手立て

 

※①～④の過程を経ることで、生活や社会にある技術について工夫し創造する力を身に付け、問題に

直面したときでも自ら進んで解決しようとすることにつながる。

　
　

６　「①　課題の設定」の展開（第９時間目）

　目標

　双方向性のあるコンテンツのプログラミングによって解決できる問題を見いだし、課題を設定す

ることができる。

　展開

　

主な手立て探究的な学習の過程時間

詳細については次項で述べる。

安全に関わる問題の中から技術分野

の内容を利用して解決できる問題を

見いだし、課題を設定する。

①　課題の設定９

解決するためにどんなコンテンツに

するかイメージ図をかかせる。イメー

ジ図をもとに必要な機能やクライア

ント側とサーバ側での情報のやりと

りを構想させる。構想させた内容をも

とに作業計画を立てさせる。

設定した課題の解決策を構想し、計画

する。
②　構想・計画

　
 　

１０

１１

実践の途中に中間発表の時間を設定

し、生徒間での意見交換から改善を図

る。

計画にそって実践し、その結果につい

て社会からの要求、安全性、環境負荷

や経済性などに着目して改善する。

③　実践・改善
　
 ～
 　

１２

１５

制作後にコンテンツを班員で利用し、

成果について評価をさせる。また、学

習した内容が社会にどのように働い

ているか考えさせ、これからの方策を

検討させた。

実践の成果を評価することで、技術に

ついての概念の理解を深め、よりよい

生活や持続可能な社会の構築に向け

ての方策を検討する。

④　評価・活用　１６

― ７３ ―

指導上の留意点と評価学習活動や生徒の反応・様子など過程

本時の目標と授業の流れを知らせ、見通し

をもたせる。

　

１　本時の目標を確認する。

安全に関わる問題を発見して、課題を設定しよう



　評価

思Ⅰ

 

　

　

７　第９時間目から第16時間目における授業実践の様子

①　課題設定の過程

　はじめに授業で行う学習内容について確認させた。  

　自分の身の回りや社会にある安全に関わる問題について

キーワードを考えさせた。生徒からは「交通安全」「防犯」

「不審者」「災害」などの発言があった。そこで、キーワード

をもとに問題を発見させ、具体化させていくために、思考ツー

ルのマトリクスを利用した。マトリクスでは、横軸にキーワー

ド、縦軸に誰の問題かを示し、誰にどんな問題が起こるのか

を想像させた。図１に生徒Ａがまとめたマトリクス例を示す。

この生徒はキーワードとして「地震」「交通事故」で想定して

いる。「交通事故」では、「自分」の視点でどんな問題が起こ

るのか考え、どのような情報が必要かを想定している。「近く

の誰か」の視点では、対象を自分の目の前にいる人と捉え、「救 

　技術の見方・考え方を働かせて、生活や地域の現状から安全に関する

問題をエピソードとして発見することができる。

　問題解決のために、必要な機能を想定して、地図コンテンツを取り入

れた課題を設定することができる。

「十分満足できる」状況

（Ａ）にあると判断され

る具体的な例

 

図１　生徒Ａのマトリクス例

― ７４ ―

思考ツールのマトリクスを用いて安全に関

わる問題（地震・大雨・交通等）がどの当

事者（自分のこと、地域のこと、社会）の

ことか整理して考えさせる。

班員に「例えば？」「具体的には？」「想定

する場面は？」と質問させ、詳しくまとめ

させる。

 
思Ⅰワークシート

２　安全に関する問題について、発生時の様

子を予想し、技術の見方・考え方を踏まえ

て発見する。

Ｓ：自分が深めやすい問題のテーマを見つけ

ることができる。

Ｓ：エピソードとしてイメージできるぐらい

詳細な問題にできる。

①
　
課
題
の
設
定

発見した問題から地図コンテンツを利用し

て解決できる内容を探させる。

関連が難しい場合は、場面から想定するの

ではなく、地図コンテンツを制作すること

で解決できるものを考えさせる。

 
思Ⅰワークシート

３　発見した問題を解決するための課題を設

定する。

Ｓ：解決したい問題を見つけ、解決方法の制

作にチャレンジする意欲が高まる。

設定した課題に必要な機能を想起させ、イ

メージを記入させる。

４　設定した課題から制作するコンテンツを

構想する。



急車を呼ぶ」など視点に広がりが見られた。「遠くの  

誰か」では、その事故で交通に影響が出ることを想

定する意見が見られた。次に、前時に行っていた学

習の振り返りを行った。前時では宿泊先検索サイト

やルートマップサイト、徳島県が制作している防災・

減災マップからどのような工夫を読み取れるかという学習を行った。その振り返りの際に、生徒が

調べたコンテンツに共通して、地図コンテンツが用いられていたことに気付かせた。マトリクスの

中から地図コンテンツを利用して解決できそうな問題を見つけさせた。その見つけた問題を解決す

るための方法として地図コンテンツを用いた課題を設定させた。図２に生徒Ｂが設定した課題例を

示す。交通事故を起きにくくするためのコンテンツ制作として、交通事故の起きやすい場所や必要

な標識を地図と共に表示させることで問題解決の１つになると生徒は考えていた。 

　この授業では生徒が自分の身の回りや社会にある問題を見いだして、情報の技術を用いて解決で

きる課題を設定させた。問題が具体的な内容になるように、生徒に問いかける内容やワークシート

を工夫したり、完成図のイメージを伝えたりするような手立てを講じた。これらの手立てによって、

生徒は自ら進んで問題に対峙し、解決方法に対して帰納的に考え、そのための最適な課題を設定す

ることができた。

②　構想・計画の過程

　この過程は、生徒が設定した課題を実現させるための構想や計画を立てる過程である。構想図や

作業計画を用いて、限られた時間で完成できるよう考えさせる。

　まず、生徒が設定した課題を確認させ、「どんな情報をどのように表示して解決していきますか？」

と問いかけ、グループで確認させた。なかなかうまくいかないグループについては、「工夫を読み取

る学習のときはどんな表示方法がありましたか？」と尋ねると、ほとんどの生徒が「マーカーを使

うとどの場所かがわかる。」と答えた。そこで「その場所の情報は、写真の情報が良いのか文字の情

報が良いのかその場所に関する他のWebページの情報が良いのか」と問い返し、改めて情報を用い

ることの必要性と意味について全体で確認した。次に「今、頭の中にあるコンテンツの完成形を構

想図にまとめよう」と指示し、生徒にそれぞれ構想させた。生徒Ｃの構想例を図３に示す。この生

徒は交通事故の起きた場所の表示と自然災害の際の避難場所についての情報を合わせて表示させる

コンテンツを構想していた。事故の件数によって表示の色を変えたり、避難場所にどれぐらいの時

間で避難できるか目安となるエリアを表示したりする案を考えていた。次に、「考えた構想を実現す

るために必要な作業は何か考えよう」と問い、作業の工程について考えさせた。工程には「マーカー

を付けていく」「マーカーで表示する数値や写真、文字情報を探す」「調べた数値や写真、文字情報

を見やすいように加工する」など、主に制作していくための作業内容が上がった。そこで、制作時

間を限定するとともに、制作には改善するための見直しや評価の時間があることを確認させた。そ

して、これらをもとに生徒に作業計画を立てさせた。生徒Ｄの作業計画例を図４に示す。生徒は限

られた時間の中で効率の良い作業内容を考え、最初にマーカーとともに表示する情報をまとめたり、

マーカーを置く場所が多いため、中間発表に向けてマーカーを設置する事を優先したりしていた。

　この授業では、構想の際にタブレットを活用してワークシートへの図や写真の貼り付けを行い、

作業時間を短縮させることができた。その際、具体的に表示できる工夫や各作業時間の目標を生徒

 

図２　生徒Ｂのが設定した課題例

― ７５ ―



に立てさせるよう、問いかける内容や、ワークシートを工夫したりするような手立てを講じた。こ

れらの手立てによって、生徒は自らゴールを設定し、それに向かう学習を進められる流れを身に付

けることができた。

 　　  

③　実践・改善の過程

　この過程では、計画に基づいて、個人でこれまでの学習で身に付けた技術を用いてプログラミン

グを行いながら制作し、他者への中間発表を経て改善を行った。

　本題材で扱うプログラミング言語はHTMLとJavaScriptを用いている。Webコンテンツを制作す

る上で、実行できるテキスト型のプログラミング言語としてJavaScriptを採用した。生徒は課題設

定を行う前に例題の制作をいくつか行い、基礎技能を身に付けている。基礎技能としては、マーカー

の設置方法、マーカーへの文字や写真、リンクの表示方法、地図上に円や直線を描く方法がある。

生徒はこれらの基礎技能を用いて計画に基づいた制作を行った。その際、社会からの要求、安全性、

環境負荷や経済性をそれぞれ「わかりやすいコンテンツか」、「正しい情報か」、「掲載して良い情報

か」、「データは整理されているか」、「情報を探す手間は少ないか」という言葉に置き換えて、コン

テンツが利用されやすいものになるよう 

伝えた。また、中間発表では「どうして

このコンテンツを作ろうとしているの

か」、「作ったコンテンツでどのような効

果をねらっているのか」も含めて発表さ

せ、改善点を自ら見つけられるように促

した。図５に中間発表後に生徒がまとめ

たコメント例を示す。コメントには何を

修正するのか、どのように改善するのかをまとめさせるとともに、それまでの完成度を数値で表現

させた。これにより、残りの時間で自分がするべき作業内容を再度確認できるとともに他者から見

た改善点に気付かせることができた。

 

図３　生徒Ｃの構想例

 

図４　生徒Ｄの作業工程例

 

図５　生徒のコメント例

― ７６ ―



④　評価・活用の過程

　この過程は、問題解決の過程を振り返り、よりよ 

い生活や持続可能な社会の構築に向けて考察する過

程である。まず、グループ学習として、制作者によ

る完成した作品の発表と聞いている班員による評価

を行った。発表の様子を写真１に示す。評価項目に

ついては③実践・改善の過程で説明した「わかりや

すいコンテンツか」、「正しい情報か」、「掲載して良

い情報か」、「データは整理されているか」、「情報を

探す手間は少ないか」を判断基準とした。その後、

発表者は班員のコメントをもとにコンテンツを見直

し自己評価を行った。図６に生徒による 

自己評価の例を示す。記述には自分のコ

ンテンツを用いることで解決の一因にな

る可能性になる充実感を得た意見が多

かった。それとともに自分の情報量や内

容が適したものになっているかを再確認

でき、新たな改善点を見いだしている生

徒も多くいるようであった。

　次に発展的に考察させる内容として、

「コンテンツ制作でどのような工夫をしたか」、「学習した情報の技術を用いてどんなものを作りた

いか」、「これからの社会にどんなコンテンツが必要とされるか」を尋ねた。多くの生徒は利用者の

視点でどのようなコンテンツがあると見やすいのかを考え、使用できる機能を用いてどのように見

せるとよいかを工夫していた。また、「どんなものを作りたいか」の問いには、今回作成した問題と

違うキーワードについて取り組みたいという意見が多く、それ以外には旅行やショッピング、食事

についての情報をまとめたものがあった。「これからの社会にどんなコンテンツが必要とされるか」

の問いには「通信販売で自分が思っていたものと違う商品が届いたということをなくすために、３

Ｄで家具を示したり、洋服の試着ができたりするようなコンテンツ」を挙げていた生徒もいた。

　この授業では、改善する点や評価が具体的になるように、社会からの要求を「わかりやすいコン

テンツか」に、安全性を「正しい情報か」と「掲載して良い情報か」に、環境負荷を「データは整

理されているか」に、経済性を「情報を探す手間は少ないか」という言葉に置き換える手立てを講

じた。これらの手立てによって、生徒は改善の具体案を考えたり、一定の基準をもって自他の評価

を行ったりできた。

８　成果と課題（〇…成果、●…課題）

○探究的な学習の過程を明確にして、それぞれの過程の中で、生徒が既習内容と関連付けながら、問

題解決を具体的に進めていくことができるようにした。「誰が」「何のために」「なぜ」「どうして」

ということを繰り返し問い、考えを詳細に整理させる手立てを講じることで、本題材の目標をより

よく達成することができた。

 

写真１　発表の様子

 

図６　自己評価の例

― ７７ ―



○制作の基礎となる学習後に探究的な学習の過程を経ることで、生徒の近くにある問題について身に

付けた内容を実践しながら取り組むことができた。生徒が制作までに身に付けた力でどのように解

決できるかを考察することで、学習内容について深く理解するだけでなく、新しい価値を生み出す

楽しさや学びに対して充実感を得ることができたと感じた。このことは、別の場面についても探究

的な学習の過程を踏まえた生徒の姿につながると考える。

○プログラムを機能ごとにブロック化し、定数を複製させて変数のみ打ち替えを行う作業工程にした

結果、プログラミングの理解度や習得の個人差が完成度に与える影響はなかった。

●題材について、安全に着目して学習を進めていったが、もう少し災害や交通事故などテーマの範囲

を絞り、生徒に考えさせるような展開の方が、時間を節約でき、内容的にも焦点化できるのではな

いかと考えられた。

●問題を見いだして課題を設定する場面では、生徒に構想の発散と収束を行った。制作方法を先に伝

えてしまうと構想の発散が十分に行われない可能性があるが、後になると思考を発散させたが制作

につながるものがでないという可能性もある。そのため、制作方法を伝える場面については、題材

や学年の発達段階によって時期を早めたり、遅らせたりする必要があると考えられた。

〔引用・参考文献〕

文部科学省：「中学校学習指導要領解説　技術・家庭編」２０１７年

国立教育政策研究所教育課程研究センター：「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考

資料　中学校技術・家庭」２０２０年

― ７８ ―
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１　題材の概要（２年生：目指せ！ 調理マスター）

　本題材は、「Ｂ　衣食住の生活」の「日常食の調理と地域の食文化」ア契形径恵、イの学習との関

連を図った題材である。ここでは、日常の１食分の調理において、食品の選択や調理の仕方、調理計

画に関する問題を見いだし、課題を設定、解決することが求められる。本学年の生徒は、コロナ禍の

ため、小学校で調理実習を全くしていない生徒もおり、中には包丁に初めて触れると発言した生徒も

いる。家庭ではＩＨコンロが普及し、学校のようなガス加熱調理が初めての生徒も多い。このような

現状の中でも生徒は「調理が上手になりたい」「いろいろな調理に挑戦したい」という願いをもってい

る。この理想と現実とのギャップを問題ととらえ、研究を進めることにした。題材を通して、基本的

な調理操作や食品の衛生的な扱いを習得させ、将来において、安全で衛生的に、調理を楽しめる生徒

を育てたい。また、一連の学習活動を通して、課題を解決する力や、生活を工夫し創造しようとする

実践的な態度を育成することをねらいとした。本題材を貫く問いを下のように設定した。
　

 
　

　生徒には、自分のこれまでの調理経験や小学校での調理実習をもとに、調理に関する課題を設定し、

基礎的な調理の学習を繰り返し行うことを通して、少しずつ課題解決に向けての力をつけさせたい。

題材の最後には、それまでの学習を振り返って「徳島のうまいもん定食」の計画を立て、実践、評価・

改善させる。現在の学習指導要領では、これまでの指導要領で習得を図っていた「煮る」、「焼く」に

加えて「蒸す」が加わった。また材料に適した加熱調理の仕方について理解し、基礎的な日常食の調

理が適切にできる力が求められている。「蒸す」に関しては、今まで３年生で「幼児のためのオリジナ

ル蒸しパン」の調理実習を行ってきたが、調理としては単発的な学習となってしまい、「蒸す」調理を

加熱調理として系統的に学習できていないと感じていた。そこで、実践では「蒸す」調理を理解し、

生活に生かす力を育成できるように題材を構成した。サツマイモの食べ比べという形で食材をいろい

ろな方法で加熱調理させ、食べ比べを行うことで、生徒自らが加熱についての特徴を見出せるよう学

習に取り組ませた。調理や食べ比べの中で見つけた生徒の「なぜだろう」という疑問が、ほかの教科

の内容や生徒の生活そのものとつながれば、さらに深まる探究になると考える。また、基本的な調理

操作である、計量・切る・加熱について具体的な実習を伴って学んだあとに、日常食の調理でもう一

度「焼く」「蒸す」「煮る」の調理実習を繰り返し行うことで、調理の仕方についての基礎を十分に理

解し、生徒ができるようにするために配列を工夫した。本題材の目標をよりよく達成することを目指

すために、本研究における生徒の探究的な学習の過程を明確にするとともに、それらがよりよく進め

られるような手立てを講じる。

　

題材を貫く問い　調理上手になるにはどのようにすればよいだろうか

技
術
・
家
庭

（
家
庭
分
野
）

技術・家庭科（家庭分野）

技術・家庭（家庭分野）における授業実践について

合田　紅花



２　題材の目標

食品や調理用具等の安全と衛生に留意した管理、用途に応じた食品の選択、材料に適した加熱調理

の仕方、地域の食文化について理解するとともに、それに係る技能を身に付けるようにする。

 (知識及び技能)

日常の１食分の調理における食品の選択や調理の仕方、調理計画について問題を見出して課題を設

定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを論理的に表現するなどして課題を解

決する力を養う。  (思考力、判断力、表現力等)

家族や地域の人々と協働し、より良い生活の実現に向けて、日常食の調理と地域の食文化について、

課題の解決に取り組んだり、振り返って改善したりして、生活を工夫し創造しようとする実践的な

態度を養う。 (学びに向かう力、人間性等)

　

３　題材の評価規準

 
　

　

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

　家族や地域の人々と協働し、

よりよい生活の実現に向けて、

日常食の調理と地域の食文化

について、課題の解決に主体的

に取り組んだり、振り返って改

善したりして、生活を工夫し創

造し、実践しようとしている。

　日常の１食分の調理におけ

る食品の選択や調理の仕方、調

理計画について問題を見出し

て課題を設定し、解決策を構想

し、実践を評価・改善し、考察

したことを論理的に表現する

などして課題を解決する力を

身に付けている。

日常生活と関連付け、用途に

応じた食品の選択について

理解しているとともに、適切

にできる。

食品や調理用具等の安全と

衛生に留意した管理につい

て理解しているとともに、適

切にできる。

材料に適した加熱調理の仕

方について理解していると

ともに、基礎的な日常食の調

理が適切にできる。

地域の食文化について理解

しているとともに、地域の食

材を用いた和食の調理が適

切にできる。

― ８０ ―
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４　指導と評価の計画（目指せ！ 調理マスター　全１５時間）

　日常食の調理  １時間

　調理の基本　～いつもたしかめよう～  ４時間

計量　～ゆず茶～  １時間

切る　～やみつき大根サラダ～  １時間

加熱　～サツマイモの食べ比べ～  ２時間

　日常食の調理に挑戦しよう  ６時間

肉の調理　～豚の生姜焼き～  ２時間

魚の調理　～白身魚とキノコの包み蒸し～  ２時間

いも・野菜の調理　～ふしめん汁～  ２時間

　地域の食材を使った和食の調理を工夫しよう  ４時間

徳島のうまいもん定食を考えよう　～一汁三菜～  ４時間

評価規準（評価方法）
○ね ら い
学習内容

時間
指導
事項

主体的に学習に
取り組む態度

思考・判断・表現知識・技能

①日常の１食分の

調理における調

理の仕方、調理

計画について問

題を見いだして

課題を設定して

いる。

　（ワークシート）

○日常の１食分の調理に

おいて、食品の選択や調

理の仕方、調理計画に関

する問題を見出して課

題を設定する。

アンケートや生活経験

から、個々の課題を設定

する。

１

Ｂ

イ

①日常の１食分

の調理につい

て課題の解決

に向けて主体

的に取り組も

うとしている。

（ポートフォリオ）

②日常の１食分の
調理における調
理の仕方、調理
計画について考
え、工夫してい
る。
　（ポートフォリオ）

用途に応じた食品の

選択について理解し

ているとともに、適切

にできる。

食品や調理用具等の

安全と衛生に留意し

た管理について理解

しているとともに、適

切にできる。

材料に適した加熱調

理の仕方について理

解している。

 （ワークシート）

 （観察）

○用途に応じた食品の選

択について理解し、適切

にできる。

○食品や調理用具等の安

全と衛生に留意した管

理について理解し、適切

にできる。

○調理について多角的に

捉え、課題についての見

通しをもつ。

ゆず茶の調理を通して、

砂糖（粉類）、液体（水・

果汁）の正しい計量の仕

方を知る。

２

～

５

Ｂ

ア契

形

イ

調理上手になるにはどのようにすればよいだろうか。
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大根サラダの調理を通

して、包丁、まな板、ふ

きんなどの安全で衛生的

な扱い方について知る。

サツマイモの食べ比べ

を通して、「ゆでる」、「焼

く」、「蒸す」、「電磁調理

加熱」などの加熱の方法

と特徴を知る。

②日常の１食分

の調理につい

て課題の解決

に向けた一連

の活動を振り

返って改善し

ようとしてい

る。

（ポートフォリオ）

③日常の１食分の

調理における調

理の仕方、調理

計画について、

実践を評価した

り改善したりし

ている。

　（ワークシート）

基礎的な日常食の調

理が適切にできる。

地域の食文化につい

て理解するとともに、

地域の食材を用いた

和食の調理が適切に

できる。

　（ワークシート）

　（観察）

○材料に適した加熱調理

の仕方について理解し、

基礎的な日常食の調理

が適切にできる。

○地域の食文化について

理解し、地域の食材を用

いた和食の調理が適切

にできる。

肉の調理、魚の調理、野

菜の調理を行い、気付い

たことをまとめる。

６

～

１１

Ｂ

ア径

イ

③日常の１食分

の調理につい

て工夫し創造

し、実践しよ

う と し て い

る。

（ポートフォリオ）

④日常の１食分の

調理についての

課題解決に向け

た一連の活動に

ついて考察した

ことを論理的に

表現している。

　（ワークシート）

○日常の１食分の調理に

ついて、食品の選択や調

理の仕方、調理計画を考

え、工夫する。

「徳島のうまいもん」定

食の献立を立て、調理計

画を考える。

１２

～

１５

Ｂ

ア恵

イ



５　本題材における探究的な学習の過程とその過程における手立て

 

※①～④の過程を経ることで、生徒は、既習の知識及び技能や生活経験を基に家族・家庭や地域にお

ける生活を見つめることを通して、問題を見出し、解決すべき課題を設定して、習得した知識及び

技能を活用し、思考力、判断力、表現力等を育成することにより、課題を解決する力を養う。

　

 

主な手立て探究的な学習の過程時間

既習の知識及び技能や生活経験を思い出さ

せる。難しかったことや挑戦してみたかっ

たことを思い出させる。事前にアンケート

を行う。

〈小学校での調理実習〉

米飯　味噌汁　卵料理

野菜炒め　など

〈家庭での調理〉

カレー　バーベキュー　など

〈既習事項〉

食事の役割と中学生の健康

中学生に必要な栄養を満たす食事

生活の中から問題を見いだす。

「調理上手になるにはどのようにすればよ

いだろうか。」

解決すべき個別の課題を設定する。

(例)

「魚料理に挑戦したい。」

「地域の食材を使ったおいしい料理を作り

たい。」

「いろいろな料理ができるようになりた

い。」

「手早く家族のために料理ができるように

なりたい。」

①
　
課
題
の
設
定

１

簡単な調理操作による調理を行いながら基

礎的な知識及び技能を習得させる。手順な

どを師範しながら説明する。

計量（ゆず茶）

切る技能（大根サラダ）

加熱（サツマイモの食べ比べ）

５時間目の詳細については次項で述べる。

調理に関わる知識及び技能を習得する。調

理について多角的にとらえ、解決の見通し

をもち、計画を立てる。

洗う　計量　調味

切る　加熱　盛り付け

後片付け

 　
②
　
解
決
方
法
の

 　
　
検
討
と
計
画

２
 ～
 ５

調理についての要点と調理計画、調理実習

をセットにし、繰り返し調理実習を行える

ようにする。既習の知識や技能を活用して

調理できるよう、題材を工夫する。家庭で

実践を行えるよう配慮する。

調理に関する知識及び技能を習得し、それ

を活用しながら調理実習を行う。

肉、魚、野菜を用いた調理を行う。

家庭実践を計画し、家庭で調理を行う。

③
　
課
題
解
決
に

　
向
け
た
実
践
活
動

６
 ～
 　１１

クラスで評価・改善した献立を、実際に調

理することにより、よりよい献立や計画に

なるよう主体的に取り組ませる。

これまでの学びを生かし、地域の食材を用

いた１食分の献立を立て、調理計画を考え、

工夫する。

④
　
実
践
活
動
の

　
評
価
・
改
善

　
 ～
 　

１２

１５

― ８３ ―



６　「②　解決方法の検討と計画の過程」の展開（第５時間目）

　目標

　様々な加熱調理の方法について知り、その特徴を理解する。【知識・技能】

　展開

 

指導上の留意点と評価学習活動や生徒の反応・様子など過程

前時を振り返ることができるようにスライ

ドを準備する。

１　本時の目標を確認する。
　

Ｔ「今日は、加熱の仕方によってどのような

違いがあるかを、サツマイモの食べ比べ

を通して考えていこうと思います。どの

加熱方法が一番おいしくできるかな？ 

予想は？」

Ｓ「蒸す　焼く　そんなにかわらない」…

Ｔ：今日の実習の流れについて確認する。

②
　
解
決
方
法
の
検
討
と
計
画

実習の流れについて師範し、説明する。

安全に留意して実習ができるよう、適宜机

間指導して声をかける。

２　調理を行う。
　

Ｓ：安全に留意して加熱調理を行う。

食べ比べをする視点を明確にする。ワーク

シートをマトリクス表にして多面的・多角

的に比較できるようにする。

３　サツマイモの食べ比べを行う。
　

Ｔ「味だけではなく、様々な観点から比べて

みましょう。」

Ｓ「ゆでる方法は、簡単だけどゆですぎると

型崩れを起こしている、ゆでると栄養素

が流出する。蒸す方法だとそれがない。

どちらもしっとりする。水分量が多い。」

Ｓ「焼くと香ばしい香りがする。レンジだと

手間がかからず早いが甘みが少ない。な

ぜだろうか。」

生徒の発言やつぶやきから加熱調理のそれ

ぞれの特徴についてまとめるようにする。

 

様々な加熱調理の方法について知り、

その特徴を理解している。

【知・技】

（行動観察、ワークシート）

４　本時のまとめをする。
　

Ｔ「加熱方法には特徴があることがわかりま

したね。材料や調理によって加熱方法を

工夫していく必要があります。今後の調

理実習や家庭での実践でも生かしていき

ましょう。」
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　評価【知識・技能】

 

　

　

７　授業実践の様子

①　課題の設定の過程  

　この過程では、既習の知識及び

技能や生活経験から問題を発見

し、個々の課題を設定させるため

に発問や簡単なアンケートを行っ

た。アンケートの結果、小学校時

代に調理実習などで調理したもの

として、米飯や味噌汁、野菜を用

いた調理、卵を用いた調理が多

かった。一方、本学年は、小学校

時代にコロナ禍だったこともあ

り、調理実習が行えなかった生徒もいた。生徒は調理実習がしたいという思いとともに、「調理がで

きるようになりたい」という願いをもっていることが分かった。その願いを「調理マスターになろう」

という合言葉の元、ワークシートに具体的に記述させた。ワークシートでは生徒がどのような調理

マスターになりたいか、自分なりの姿を想起させ、題材全体の見通しがもてるようにした。実際に

生徒が設定した課題を図１に示す。

②　解決方法の検討と計画の過程

　課題設定の過程で「調理上手になるにはどのようにすればよいか。」という問いに対し、生徒は個々

に課題をもった。その課題を解決するために、この過程では、簡単な操作による調理を行いながら、

調理に関わる知識及び技能を習得し、調理について多角的にとらえ、解決の見通しを立てていく。

本題材では「計量」「切る」「加熱」についてそれぞれに簡易調理を行った。今回は、その中でも

「加熱」という調理操作に焦点を当て、研究授業を行った。

　加熱の方法はいろいろあり、それぞれに特徴があることが分かった。

「蒸す」方法は水蒸気を用いるために食材を動かすことがなく型崩れし

にくい。また、水に浸すことがないので水溶性の栄養素や糖が水中に流

出することが少ない。食材本来のうまみを生かすことができる加熱方法

である。「焼く」について、今回行ったのはフライパンを用いた間接焼

きであるが、ほかの調理法ではできない食材を焦がして香ばしさを付け

ることができる。しかし食材の水分が少なくなるために固くなることが

ある。また火加減に注意をしないと焦がしすぎて食べることができなく

してしまうことがある。電子レンジを用いたり、材料を小さく切ったり

すると加熱時間は早いが、サツマイモについては時間不足ででんぷんの

糖化が十分に行われず、甘みが少なくなることがある。おやつとして食

べるときは丸ごとじっくり加熱したい。

「十分満足できる」状況

（Ａ）にあると判断され

る具体的な例

（既習事項を用いて理

解したことを具体的に

説明できている、疑問

に思ったことや分から

なかったことについて

調べ、既習事項や経験

と結び付けている　な

ど）

 

図１　生徒が個々に設定した課題
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　加熱方法は、「焼く」「蒸 

す」「ゆでる」「電子レンジ

加熱」の４方法で、班ごと

にそれぞれの方法で加熱調

理させる。その後、加熱方

法の違うサツマイモ４種を

生徒個々に配付し、食べ比

べを行う。また、生徒が加

熱による特徴を整理できる

ように、思考ツールのマト

リクス表を用いて、サツマ

イモの違いを比較して記入

させた。（図２）生徒は、マ

トリクス表にそれぞれの調

理法の特徴を記入することができ、この時間の目標である「様々な加熱方法について知り、その特

徴について理解する」ことができた。授業のまとめに利用したワークシートの内容を図３に示す。

記述には、わかったことのほかに、調べてみたいことや挑戦したいことなどが記され、この題材に

対する意欲や興味関心の高まりを見取ることができた。

 

③　課題解決に向けた実践活動の過程

　この過程では、②の過程で習得した知識及び技能を活用し、課題解決に向けた実践活動として、肉・

魚・野菜を用いた１品の調理実習を行った。調理実習の前に、調理についての要点の確認と調理計

画を行い、次の時間に実習を行う。②の過程で習得した技能「計量」「切る」「加熱する」などを繰

り返し使えるように調理する献立を工夫した。「豚の生姜焼き」では「焼く」「計量」を、「さわらの

 

図２　マトリクスを利用した生徒のまとめ

 

図３　ワークシートによる生徒のまとめ　（知・技 評価Ｂ）

― ８６ ―



包蒸し」では「蒸す」「切る」「計量」を、「ふしめん汁」では「煮る」「切る」「計量」を行った。ま

た、ふしめん汁では郷土の食材を扱い、④の実践活動の評価・改善の過程につなげることができる

ようにした。

④　実践活動の評価・改善の過程  

　この過程では、一人一台端末を活用し、図４のよ

うなパフォーマンス課題のレポート形式で献立を考

えさせた。これまでの学びを生かし、地域の食材を

用いた１食分の献立を立て、調理計画を考え、実際

に調理する想定で工夫できるようにした。生徒は学

習過程の②～③で学んだことを活用して課題を解決

することができている。また、レポートをもとに、

グループ内で調理実習を行うという観点を明確にし

て話し合いをさせ、この献立を実際に調理する想定

上での工夫点や話し合いを受けての改善点などを書

かせた。生徒の記述を図５に示す。

８　成果と課題（〇…成果、●…課題）  

　本研究では、探究的な学習の一連の過 

程（①課題の設定 ②情報の収集 ③整理・分

析 ④まとめ・表現）に基づいて、技術・家庭

科（家庭分野）の問題発見・課題解決学習の

過程を参考として、題材を構成し、手立てを

講じて授業実践を行った。

○一連の学習過程を、生徒が見通しをもって

学ぶことができるように手立てを講じる

ことで、生徒はよりよい生活の実現に向け

て、問題から個々に課題を発見し、その課

題を主体的にとらえ、具体的な実践を通し

て課題を解決することができた。また、生

徒が課題を解決できた達成感や実践する

喜びを味わい、次の学習に主体的に取り組

むことができた。（図６）

●今回行った技術・家庭科（家庭分野）での探究の過程を整理すると、題材を貫く問い「調理上手に

なるにはどのようにすればよいか」に対し、生徒は個々に自分が達成したい課題を挙げた。その課

題を解決するために、さらに１授業の中では小さな課題が存在し、その小さな課題を解決していく

 

図４　パフォーマンス課題

 

図５　生徒の記述

― ８７ ―



ことを繰り返して、個々に解決したい課題の解決になった。個々の課題を解決した姿が、生徒の理

想の姿や願いをかなえることにつながっている。本研究においては、問題や問、課題、授業で行う

小さな課題のいずれを解決するのが探究的なのか、教科によっての捉えが違うと考えられる。

●技術・家庭科（家庭分野）における探究的な学習の過程を明確にし、授業実践を行った。もとにし

たのは教科の課題解決の過程である。しかし探究的な学習とは本来、教科の枠にとらわれない横断

的で総合的な問題解決的学習であり、その違いを教師が明確にもって、題材や授業を構成すること

が重要であると考える。

 

〔引用・参考文献〕

文部科学省：「中学校学習指導要領解説　技術・家庭編」２０１７年

国立教育政策研究所教育課程研究センター：「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考

資料　中学校技術・家庭」２０２０年

 

図６　一連の学習過程
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１　単元の概要（１年生：Think Globally, Act Locally）

　本単元“Think Globally, Act Locally”では、登場人物が目標とする人についてクラスでスピーチ

をする場面や、国際交流イベントに参加して世界的問題についてのプレゼンテーションを聞く場面が

取り扱われている。そこで、英語を通して世界で起こっている問題について関心をもつ機会としたい。

　言語材料としては不定詞の名詞的用法〈to＋動詞の原形〉や、人やものの様子を視覚的な情報とし

て表す〈look＋形容詞〉が取り扱われている。また、〈want to＋動詞の原形〉の表現は小学校でも扱

われており、生徒にとっては馴染みがあり定着が早いと考えられる。

　さらに、単元終末の言語活動（２時間構成）において、探究的な学習を充実させ、単元の目標を達

成することを目指す。活動の流れとしては、SDGs（持続可能な開発目標）が示す１７の目標を理解し、

その目標に照らし合わせ、世界的な問題から自分たちの身近な問題を解決することに向けて、その現

状や自分の気持ちを伝えるためのポスターを作成し、校内に掲示する。その際、外国から来校された

方にもこれらのポスターを見ていただき、本校の現状と取り組みを知っていただけるように、適切な

語句や文を用いたり、構成などを工夫したりすることで、まとまりのある英文を書くことができるよ

うに指導していく。

　その活動において、生徒が取り組む課題は次の通りである。

　

　 

　

　次項で実践の詳細について述べていく。

　

２　単元の目標

不定詞（名詞的用法）や〈look＋形容詞〉を用いた表現の特徴やきまりの理解を基に、したいことや

しようとしていること、人やものの様子について問答したり、書いたりする技能を身に付けている。

 （知識及び技能）

世界や地域の問題を知った上で、したいことやする必要があることについて、簡単な語句や文を用

いて自分の気持ちを書いたり、情報を整理して伝えたり、相手からの質問に答えたりすることがで

きる。 （思考力、判断力、表現力等）

世界や地域の問題を伝えるために、したいことやする必要があることについて、簡単な語句や文を

用いて自分の気持ちを書いたり、情報を整理して伝えたり、相手からの質問に答えたりしようとす

る。 （学びに向かう力、人間性等）

 

課題　SDGsの達成に向けて、より多くの人に附中の現状や、自分の気持ちを伝えるためのポ

スターを作成しよう！

英
　
　
語

英 語 科

英語科における授業実践について

福池　美佐・青木　　望・小川　真理



３　単元の評価規準

 
　

４　指導と評価の計画（７時間）

 

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

　世界や地域の問題を伝える

ために、したいことやする必要

があることについて、簡単な語

句や文を用いて自分の気持ち

を書いたり、情報を整理して伝

えたり、相手からの質問に答え

たりしようとしている。

　世界や地域の問題を伝える

ために、したいことやする必要

があることについて、簡単な語

句や文を用いて自分の気持ち

を書いたり、情報を整理して伝

えたり、相手からの質問に答え

たりしている。

Ⅰ　不定詞（名詞的用法）や

〈look＋形容詞〉を用いた表

現の特徴やきまりを理解し

ている。

Ⅱ　不定詞（名詞的用法）や

〈look＋形容詞〉を用いた表現

の特徴やきまりの理解を基

に、したいことやしようとして

いること、人やものの様子に

ついて問答したり、書いたり

する技能を身に付けている。

評価方法・留意点等態思知ねらい（■）、言語活動等（丸数字）時間

■単元の目標を理解する。
■写真を見て、世界の子供たちがしていることにつ
いて伝え合う。

①自己目標を設定する。
②プレビューを視聴し、戸田先生とメグの会話内容
について伝え合う。

１

■目標とする人についてのスピーチを聞き、その内
容を理解する。

①自分がしたいことについて書く。
②教科書の本文に出てきているKey Sentenceの意
味や使い方を確認する。

２

■教科書本文（メグと海斗の会話）を聞いて、何に
ついて話しているのかを伝え合う。

①本文の内容が理解できているか確認する。
②教科書の本文に出てきているKey Sentenceの意
味や使い方を確認する。

③食べたいものや行きたい場所について、ペアで伝
え合う。

３

■自分や相手がしたいことについて伝え合う。
①行きたい場所やしたいことなどについて伝え合う。
②相手の行きたい場所やしたいことについてまとま
りのある英文を書く。

４

■国際協力・交流イベントでの発表内容を理解する。
①世界で起きている問題について理解する。
②教科書の本文に出てきているKey Sentenceの意
味や使い方を確認する。

③人やものの様子について説明する。

５

■附中においてのSDGsの達成に向けて、ポスターの
内容を考える。

①世界的な問題や自分たちに身近な問題を挙げる。
②ポスターの内容を考える。

６

記
録
に
残
す
評
価
は
行
わ
な
い
。
た
だ
し
、
ね
ら
い
に
即
し
て
生
徒
の
活
動
の
状
況
を
確

実
に
見
届
け
て
指
導
に
生
か
す
こ
と
は
毎
時
間
必
ず
行
う
。
活
動
さ
せ
て
い
る
だ
け
に
な

ら
な
い
よ
う
に
十
分
留
意
す
る
。
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５　第６・７時における探究的な学習の過程とその過程における手立て

 

※①～④の過程を経ることで、見方・考え方を働かせて読み手に伝わるよう意識し、表現や形式を工

夫しながら、まとまりのある英文を書くことを目指す。このように、コミュニケーションを行う目

的や場面・状況に応じて、見方・考え方を働かせて適切に表現することは、ポスターの文言を考え

る場面以外においても活かされる。

　

６　「④　まとめ・表現の過程」の展開（第７時間目）

　目標

　SDGsの目標に照らし合わせて、附中の問題に対して自分たちができることを伝えるために、し

たいことやする必要があることについて、簡単な語句や文を用いて、まとまりのある文章を書くこ

とができる。

〈活動の観察〉
〈ワークシート〉

○○○

■附中におけるSDGsの達成に向けてのポスターを
作成するために、現状や取り組み等について、事
実や自分の考えを整理し簡単な語句や文を用いて
まとまりのある文章を書く。

①アイデアメモをもとにポスターの原稿を書く。
②ポスターを作成する。

７

本時

大単元終了後実施する。○ペーパーテスト後日

主な手立て探究的な学習の過程時間

『学習計画＆振り返りシート』で自己

目標を立てることを促す。

SDGsの達成に向けて、読み手に配慮

しながら、課題を設定し、学習計画

を立てることで見通しをもつ。

①　課題の設定

６

附属中学校の問題点を挙げさせ、そ

れに応じた英語表現を考えさせる。

設定した課題を解決するために、イ

ンターネットやパンフレットなどを

用いて必要な情報を収集する。

②　情報の収集

ポスターに載せる内容は３つの構成
に沿って考えさせる。

読み手に配慮しながら、収集した情

報を分類したり、取捨選択したりす

ることで必要な情報や自分の考えを

整理する。

③　整理・分析

詳細については次項で述べる。

ポスターに載せる内容を、適切な語

句や文を用いて、読み手に配慮しな

がら、まとまりのある文章を書く。

④　まとめ・表
現

７

― ９１ ―



　展開

 

　

　評価

知思態

 

　

７　第６・７時における授業実践の様子

①　課題設定の過程

　まず、SDGsについての理解を深めるために、国連のウェブサイトに掲載されている動画を全体

で視聴した。次に、本単元における終末の言語活動として、自分たちの身近な問題を解決していく

ことに向けて、校内掲示用のポスター作成に取り組むことを伝えた。さらに、「作成したポスターは

誰に見てもらいたいですか。」と尋ねると、「附中生」「来校者」などの意見が出た。続いて、「来校

者」の中には、外国から来校された方も含まれることを全体で確認した。そして、「伝えたいメッ

指導上の留意点と評価学習活動や生徒の反応・様子など過程

目標を意識して活動を行うように伝える。

構成を意識してまとまりのある英文を書く

よう伝える。

ALTと指導者が机間指導を行い、英文作成

にあたって生徒に助言を行う。

書いた英文を「内容」「語句」「文法」の３

観点で相互評価させる。その後、それをも

とにして推敲させる。

よりよい表現になるようにまとめさせる。

 

本時の良かった点を伝える。

知・思・主：ワークシート

１　本時の目標を知り、それを達成するため

の工夫を考える。

Ｔ「目標を達成するために工夫できることは

何ですか。」

Ｓ「習った表現を使うことです。」

Ｓ「構成を意識することです。」

２　前時に引き続き、自分たちにできること

を伝える英文を書く。

Ｔ「ポスターを見た人にあなたの思いが伝わ

るようにするために、何を工夫します

か。」

Ｓ「具体的な事実を書くようにします。」

Ｓ「みんなが知っている表現を使います。」

３　本時の振り返りをする。

Ｔ「よりよいポスターにするためにどんなこ

とが必要ですか。」

Ｓ「読み手を意識して分かりやすい文にする

ことです。」

④
　
ま
と
め
・
表
現

課題　SDGsの達成に向けて、より多くの人に附中の現状や、

自分の気持ちを伝えるためのポスターを作成しよう！

　些細な文法的な間違い等はあるが、自分の伝えたいメッセージが、相

手の理解に支障を与える程度のものではない正確さである。また、適切

に既習表現を駆使してまとまりのある英文が書けている。

「十分満足できる」状況

（Ａ）にあると判断され

る具体的な例
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セージを明確に伝えるためには、どのようなことに気を付ければよいですか？」と問いかけた。生

徒からは、「単語の綴りや文法を間違えないようにする」「今までに習った単語や文法を使って、よ

り多くの人に伝わるような文の構成を考える」などの意見が出た。それらの意見をもとに、本活動

の課題を次のように設定させた。

　その後、作成計画を全体で確認し、今後の活動への見通しをもつことができるようにした。

　　

　 

　

②　情報の収集の過程  

　この過程では、ポスターの内容を考えるために、SDGsにつ

いて詳しく掲載されたウェブサイトなどを活用して、SDGsの

達成に向けての取組について、情報の収集を行った。その後、

収集した情報をワークシートにまとめさせた（写真１、図１）。

 　 

図１　ポスター作成に向けてアイデアをまとめたワークシート

（※ワークシートには探究の過程を示している）

　

③　整理・分析の過程

　この過程は、収集した情報を読み手に配慮しながら整理していく過程である。まず、自分が伝え

たい内容が明確に伝わるようにするために、身近なポスターを例に挙げた。それらを参考にして「タ

イトル」「現状や自分の思い」「伝えたいメッセージ」の構成になるようなポスターを作成すること

を全体で確認した。次に、日本語でポスターに載せる文章を書かせた。その結果、ほぼ全員の生徒

がワークシートを用いて必要な情報や自分の考えを整理しながらまとめることができていた。

課題　SDGsの達成に向けて、より多くの人に附中の現状や、自分の気持ちを伝えるためのポ

スターを作成しよう！

 

写真１　収集した情報をワークシー
　　　　トにまとめている様子
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④　まとめ・表現の過程  

　この過程は、前の過程までに収集した情報を整理・

分析したことを受け、それをまとまりのある英文に直

し、ポスターとして表現する過程である。まず、前時

で出された「メッセージを明確に伝えるために気を付

けること」を確認しながら、まとまりのある英文を書

いていくよう伝えた。その際、英語でどのように表現

すればよいかわからない生徒には、辞書を用いて単語

や表現を調べたり、ALTの助言を受けたりすることを

促した。これらの手立てを講じることによって、読み手に配慮したポスターを作成させることがで

きた。さらに、よりよい英文に仕上げるために、「内容」「語句」「文法」の３観点で相互評価を

取り入れ（写真２）、自分が書いた英文を修正させた。そして最後に、学習支援アプリを用いて、ポ

スターの作成に取り組ませた（図２）。その際、附属中学校の現状を改善することをより明確にする

ために、作成するポスターにはSDGsのロゴマークを１つ以上載せるよう伝えた。

 

図２　生徒が作成したポスター例

 

写真２　書いた英文を相互
　　　　評価している様子

― ９４ ―



８　成果と課題（〇…成果、●…課題）

○生徒の興味・関心を引く課題であったため、生徒は粘り強く、かつ、探究的に取り組むことができ

た。

○「まとめ・表現」の過程において、ALTの支援や相互評価などの手立てを講じたことで、既習表現

を用いながらより適切な英文を作成することにつながった。

●「整理・分析」の過程は、授業者主導で生徒にポスターに載せる内容をまとめさせたが、思考ツー

ルなどを用いて自ら進んで情報を整理・分析することができるような工夫が必要であった。

●「まとめ・表現」の過程で行った相互評価については、グループによっては、コメント（フィード

バック）が具体性に欠けるものがあった。相互評価の視点を提示したり、助言したりすることで、

よりフィードバックの質を高める必要があり、その方法については今後検討していく必要がある。

〔引用・参考文献〕

文部科学省：「中学校学習指導要領解説　外国語編」２０１７年

国立教育政策研究所教育課程研究センター：「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考

資料　中学校外国語」２０２０年
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８　研究における総括　～すべての教科の実践を終えて～

　各教科で研究理論に基づいた実践を行ったことを踏まえて、以下、本研究における総括を述べる。

　本研究では、各教科において、その教科の特性を考慮に入れて明確にした探究的な学習の過程に基づ

いて、探究的な学習の充実に向けた手立てを講じた結果、次のような生徒の姿がワークシートや発言等

から見られた。

 

　これらの姿は、本研究が目指す生徒の姿である「自ら進んで探究的に学ぼうとする姿」につながって

いくと考える。しかし、前項に示しているように、自ら進んで探究的に学ぼうとする姿を実現していく

ためには、各教科で一単位時間や複数単位時間において設定された探究的な学習を積み重ねていくこと

が大切である。よって、本研究の取組を、各教科の年間指導計画に組み込み、系統的に進めていく必要

があると考える。その際には、「物事を探究するためには、【①課題の設定】、【②情報の収集】、【③整理・

分析】、【④まとめ・表現】の探究的な学習の過程をたどり、それを繰り返していけばよい」という方法

知を生徒に習得させていくことが重要であり、その方法知をメタ認知させていく手立てを講じていくこ

とも大切であると考える。

　さらに、複数の教科の実践において、【③整理・分析】の過程で、生徒自身が情報を吟味したり、情報

を整理・分析する方法を決定したりすることに難しさを感じ、自ら進んで探究的に学習を行うことがで

きていない様子が見られた。このことを改善するために、「考えるための技法」を用いた思考を可視化す

る思考ツールの有効な活用方法等については、今後も検討していく必要がある。

　以上が、実践を終えての本研究における総括である。今後は、研究主題により迫っていくために、各

学年で行っている総合的な学習の時間において、STEAM教育を取り入れていく。その中で、特に、生

徒が自ら進んで探究的な学習を行うことが大切である。よって、本実践である探究的に学ぶ生徒の育成

に向けての取組を修正・改善をしながら、今後も継続していきたいと考える。

○教科の内容について、有用性を感じ、自分の見方や考え方が広がったことを認識したり、さらに、

深い内容まで考察したりしている姿。

○学習内容を深く理解し、各教科が定める目標をよりよく達成することで、学びに対する満足感や

充実感を得ている姿。

○探究的な学習の過程を振り返り、自分の成長を自覚し、次の学習に向けて意欲を高めている姿。
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【 分　科　会 】　１５：００～１５：５０予定

　　（メモ）
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【 講　　　演 】　１６：００～１６：５０

　焔　講　　師　　金　野　誠　志

　　（メモ）
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